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うみ議会だより
ホームページ
こちらにアクセス！

３月議会では、46名の方が傍聴に来られました。
議会は年４回（３月・６月・９月・12月）に定例会が開かれます。
役場３階の傍聴席入り口で住所・氏名を記入しご入場ください。

新型コロナウイルス感染症対策を行い撮影しています

20ページに関連記事を掲載

　現在運行されているハピネス号は無料ですが、宇美
町の財政状況では、無料での運行を続けることは厳し
いのではないでしょうか。
　有料化することで、利便性を向上させて子育て世代
をはじめ、多くの町民がもっと利用しやすくなるコミュニテ
ィバスの運行で人口の増加に結び付けてほしいと願っ
ています。

とびたけ一自治会　鶴田幸孝さん

　宇美町では農業従事者の高齢化や後継者不足に
より、遊休農地・荒廃農地が増加しています。農地は
一度耕作をやめると、数年で原形を失うほどに荒廃
します。
　現在、全国的に集落の農地耕作を請け負う農業機
械利用組合の設立が進んでいます。町においても、同
組合設立に対する支援などの農業振興対策を期待し
ます。　　　　　 　

原田下自治会　安河内　司さん

◆ 農業振興対策の強化を

　町立図書館や中央公民館から見える宇美川。
　青く綺麗なカワセミも生息している宇美川へのごみの
不法投棄やポイ捨てが多くなっています。
　宇美町の豊かな自然を守り、施設を訪れた方々が
清 し々く思える環境づくりに取り組んでほしいです。

早見自治会　そば処　松本店主

◆ カワセミも喜ぶ綺麗な宇美川の保全を

　高齢者や母子家庭など本当に困っている人に手厚
い支援がされるような宇美町を希望します。 

辻荒木自治会　野上照子さん

◆ 困っている人に手厚い支援を

◆ コミュニティバスの有料化を

　少子高齢化が急速に進む中、自治会活動や校区コ
ミュニティ活動に対する関心が低下しており、役員のな
り手が見つからないなど運営にも支障をきたしています。
　今後、自治会の統合や組織再編を行い、また校区コ
ミュニティとの連携を深め、地域の発展と向上に取り組
まれることを期待します。

ひばりが丘三自治会　井上尚俊さん

◆ 自治会の統合と再編で地域活力向上を

　今回のインタビューは、町民の皆様に「新町長に
どんな期待を寄せているのか」をお聴きしました。

次回の議会は６月３日に開会予定です。

詳しくはこちらまで
お問い合わせください

宇美町議会事務局

議会だよりへのご意見・ご感想をお待ちしております。

０９２-９３４-２２４８

gikai@town.umi.lg.jp議会事務局の
メールアドレスです

議会を傍聴しませんか!
歩みだそう！
次の１００年

うみくん みらいちゃん

新体制スタート

声メーター

リニューアル！新たに数えはじめました！

2月15日告示、20日投開票の宇美町長・町議会議員一般選挙において
新町長と12名の町議会議員が選出されました。
町執行部と議会は車の両輪に例えられます。

共に緊張感を保ちながら、スクラムを組んで町政改革を進めます。

議会広報 インタビュー特 別

～新町長に期待すること～

　昨年度、公共施設再配置計
画の見直しが発表されました。今
後「し～ず・うみ」の改修計画も
議論されていくと思います。
　今後の運営や施設管理では、
利用者の声を反映させて、子ど
もたちはもちろん、赤ちゃんを連れ
たお母さんから高齢者までが利
用しやすい生涯学習の拠点施
設になるよう進めてほしいと願っ
ています。

◆ し～ず・うみを生涯学習の拠点施設に

上宇美二自治会
平井晴彦さん

Gikaiboutyou Meter

議会傍聴メーター

リニュー
アル！

新たに数
えはじめ

ました！

2022年3月議会から議会
傍聴に来られた人数です。

高齢の方の傍聴が
多かったようです。
もう少し若い方々
にも議会を見に来
てほしいですね。

傍聴者の声
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4年間の議員活動がスタート 普段着でこんにちは
　3月8日に開会した3月定例会で、議長に古賀ひろ子議員、副議長に藤木泰議員を選出
するとともに、所属委員会や役職などが決まりました。
　議員定数も14議席から12議席に削減され、一人ひとりの責務も大きくなりました。
　これからの4年間、町民の代表そして奉仕者として、それぞれが掲げた努力目標に向
かって積極的に活動していきます。　

　私たち町議会議員は、町民の皆様に寄り添いながら、皆様の「声」を町政に届け
るために、親しみを持っていただくことが大切だと考えています。
　今回は皆様に気軽に声をかけていただきたいとの思いから、私たちの普段着姿を
紹介するとともに、「初心忘るべからず」の気持ちを常に持ち続けていくために、それ
ぞれの議員が選挙で訴えた「一番大切にしている言葉」を紹介させていただきます。
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副町長２人体制で　　　
政策を強力に推進

12月•1月
臨時会

新執行部での
　新しいまちづくりが始動
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算
総
額

を
１
２
２
億
５
６
９
６
万
円
と
す
る
。

　
主
な
補
正
は
次
の
と
お
り
。

◇
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム

　
の
導
入

　
１
６
５
万
円

　
紙
や
印
刷
に
係
る
コ
ス
ト
の
削
減
、

過
去
の
資
料
を
デ
ー
タ
で
探
す
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、業
務
の
効
率
化
を

目
的
に
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ

ム
を
有
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
70
台

を
導
入
す
る
。

◇
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
業

　
務
委
託

１
４
０
万
円

　
本
会
議
や
条
例
、予
算
、決
算
審

査
特
別
委
員
会
の
映
像
を
ラ
イ
ブ

配
信
や
録
画
配
信
す
る
こ
と
で
、開

か
れ
た
議
会
を
目
指
す
。

◇
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
情
報
配
信
シ
ス
テ

　
ム
導
入
業
務
委
託
料
及
び
利
用
料

２
１
２
万
円

　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
、災
害
情
報
、コ
ロ

ナ
関
連
情
報
な
ど
、住
民
へ
情
報

を
配
信
す
る
。

登
録
制
に
よ
る
配
信
サ
ー

ビ
ス
な
の
か
。ま
た
、何
人

の
利
用
者
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

友
達
登
録
し
利
用
し
て
も

ら
う
。

　
ス
マ
ホ
等
の
利
用
者
の
う
ち
、半

数
の
登
録
を
目
指
す
。

◇
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券

　
発
行
事
業
補
助
金１

５
０
０
万
円

　
町
内
商
工
業
者
の
事
業
継
続
支

援
の
た
め
、昨
年
度
と
同
額
の
総
額

１
億
８
０
０
０
万
円（
プ
レ
ミ
ア
ム
率

20
％
）と
し
、町
内
で
の
購
買
活
動

を
高
め
る
。商

品
券
発
行
業
務
に
対

し
、
町
商
工
会
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
で
き
な
い
か
。

町
商
工
会
と
協
議
を
し
て

い
き
た
い
。

今
年
度
交
付
さ
れ
た
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
１

億
６
０
０
０
万
円
の
う
ち
、現
時
点

で
約
４
０
０
０
万
円
し
か
予
算
計

上
さ
れ
て
い
な
い
。

　
残
り
１
億
２
０
０
０
万
円
の
使

い
道
お
よ
び
予
算
計
上
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

小
売
業
者
や
飲
食
店
へ
の

経
済
対
策
な
ど
、ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、制
度
設
計
が
間

に
合
わ
な
か
っ
た
。

　
６
月
定
例
会
に
追
加
経
済
対
策

を
含
め
た
補
正
予
算
を
計
上
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
く
。

反
対
討
論

　
　鳴
海

　圭
矢
議
員

　
本
補
正
予
算
案
で
は
、当
初
予

算
が
骨
格
予
算
で
あ
っ
た
こ
と
に
対

す
る
肉
付
け
予
算
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
使
い
道
と
し
て
、一
番
苦
し
ん

で
い
る
小
売
店
や
飲
食
業
者
へ
の

肝
心
な
支
援
が
不
十
分
で
あ
る
た

め
、反
対
と
す
る
。

　

賛
成
討
論
　
　
安
川

　禎
幸
議
員

　
本
補
正
予
算
案
で
は
、新
町
長

就
任
後
の
肉
付
け
予
算
で
、Ｊ
Ｒ
宇

美
駅
前
広
場
の
利
用
を
促
進
す
る

た
め
の
整
備
工
事
請
負
費
や
、プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券
発
行
事

業
補
助
金
、災
害
時
の
情
報
発
信

に
も
活
用
で
き
る
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築
経
費
、

共
働
事
業
提
案
制
度
補
助
金
の
増

額
な
ど
、新
た
に
町
の
活
力
を
生
み

出
す
た
め
の
重
要
な
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
た
め
、賛
成
と
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

　
令
和
５
年
２
月
か
ら
オ
ン
デ
マ

ン
ド
バ
ス
を
導
入
す
る
た
め
の
車

両
を
購
入
。

取
得
財
産
　
４
台（
定
員
10
名
）

契
約
金
額
　
２
６
６
０
万
円

契
約
相
手
　
西
鉄
エ
ム・テ
ッ
ク
㈱

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

補
正
予
算

４
月
臨
時
会

問答

問答 問答

問答

人
事
案
の
同
意

町
民
憲
章
の
制
定

条

　例

諮
問
答
申（
適
任
）

財
産
の
取
得

委
員
会

一
般
質
問

委
員
会
紹
介

特
　
集

３
月
定
例
会
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副町長２人体制で　　　
政策を強力に推進

12月•1月
臨時会

新執行部での
　新しいまちづくりが始動

４月
臨時会

３月
定例会

　
３
月
定
例
会
は
、８
日
か
ら
25

日
ま
で
8
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、安
川
新
町
長
が
町

政
運
営
に
つ
い
て
所
信
表
明
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、義
務
的
経
費
を
中

心
に
編
成
さ
れ
た
骨
格
予
算
と
な

る
当
初
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
28

議
案
が
提
出
さ
れ
、全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
当
初
予
算（
一
般
会
計
・
特
別
会

計
）に
つ
い
て
は
、特
別
委
員
会
を

設
置
し
、慎
重
に
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、６
議
員
が
10

項
目
に
つ
い
て
質
問
し
、ま
た
、

委
員
会
発
議
１
件
、議
員
発
議
１

件
を
可
決
し
ま
し
た
。

宇
美
町
町
民
憲
章
を
制
定

　
議
会
は
、町
民
憲
章
の
制
定
に

あ
た
り
、平
成
30
年
12
月
定
例
会

に
お
い
て
、議
員
発
議
に
よ
り
町

民
憲
章
の
制
定
を
要
望
す
る
決
議

を
行
い
、町
が
設
置
し
た
町
民
憲

章
審
議
会
に
参
加
し
、協
議
を

行
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
町
は
、町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、子
ど

も
た
ち
が
考
え
た
言
葉
や
文
章
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、町
の
発
展
と

町
民
一
人
一
人
の
幸
せ
を
願
い
、

活
力
と
希
望
に
満
ち
た
町
民
憲
章

を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
立
中
央
公
民
館
及
び
宇
美

町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

　
各
施
設
は
、建
築
か
ら
40
年
以

上
が
経
過
し
て
お
り
、今
回
の
改

修
工
事
で
は
主
に
防
水
・
外
壁
改

修
工
事
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
工
事
箇
所

宇
美
町
立
中
央
公
民
館
及
び
宇

美
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
請
負
契
約
額

　
１
億
２
０
４
５
万
円

○
工
事
請
負
人

　
西
村
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
宇
美
営
業
所

○
落
札
率

97
・
77
％

○
工
期

契
約
の
効
力
の
発
生
の
日
か
ら

令
和
４
年
11
月
30
日

利
用
者
の
こ
と
を
考
え
て
、

工
期
を
短
く
で
き
な
い
か
。

梅
雨
時
期
の
た
め
天
候

に
左
右
さ
れ
、ま
た
室
外

機
を
全
部
取
り
除
い
て
の
工
事
と

な
る
。利
用
者
の
安
全
を
確
保
し

つ
つ
で
き
る
だ
け
工
期
短
縮
に
努

め
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　
保
育
園
で
勤
務
す
る
す
べ
て
の

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、国
が
発

出
し
た
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
臨

時
特
例
事
業
の
実
施
に
よ
り
令
和

４
年
度
の
期
末
手
当
を
据
え
置
く

も
の
で
あ
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
略
に
強
く
抗
議
し
、恒

久
平
和
を
求
め
る
決
議

　
提
出
者
　
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
藤
木
　
泰

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
推
進
に
関
す
る

決
議

　
福
岡
県
が
す
す
め
る「
ワ
ン
ヘ

ル
ス
の
森（
福
岡
県
四
王
寺
県
民

の
森
）」の
利
用
促
進
な
ど
連
携
協

力
す
る
こ
と
を
決
議
。

提
出
者
　
白
水
　
英
至
議
員

賛
成
者
　
髙
橋
　
紳
章
議
員

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
副
町
長

原
田
　
和
幸
　
氏（
新
任
）

一
木
　
孝
敏
　
氏（
新
任
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
監
査
委
員

安
川
　
禎
幸
　
氏（
新
任
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　
　
　
　
　
吉
村
　
龍
行
　
氏

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

工
事
請
負
契
約
締
結

議
員
発
議

※

万
円
未
満
四
捨
五
入

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
５
９

６
８
万
円
を
追
加
し
、予
算
総
額

を
１
２
２
億
５
６
９
６
万
円
と
す
る
。

　
主
な
補
正
は
次
の
と
お
り
。

◇
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム

　
の
導
入

　
１
６
５
万
円

　
紙
や
印
刷
に
係
る
コ
ス
ト
の
削
減
、

過
去
の
資
料
を
デ
ー
タ
で
探
す
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、業
務
の
効
率
化
を

目
的
に
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ

ム
を
有
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
70
台

を
導
入
す
る
。

◇
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
業

　
務
委
託

１
４
０
万
円

　
本
会
議
や
条
例
、予
算
、決
算
審

査
特
別
委
員
会
の
映
像
を
ラ
イ
ブ

配
信
や
録
画
配
信
す
る
こ
と
で
、開

か
れ
た
議
会
を
目
指
す
。

◇
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
情
報
配
信
シ
ス
テ

　
ム
導
入
業
務
委
託
料
及
び
利
用
料

２
１
２
万
円

　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
、災
害
情
報
、コ
ロ

ナ
関
連
情
報
な
ど
、住
民
へ
情
報

を
配
信
す
る
。

登
録
制
に
よ
る
配
信
サ
ー

ビ
ス
な
の
か
。ま
た
、何
人

の
利
用
者
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

友
達
登
録
し
利
用
し
て
も

ら
う
。

　
ス
マ
ホ
等
の
利
用
者
の
う
ち
、半

数
の
登
録
を
目
指
す
。

◇
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券

　
発
行
事
業
補
助
金１

５
０
０
万
円

　
町
内
商
工
業
者
の
事
業
継
続
支

援
の
た
め
、昨
年
度
と
同
額
の
総
額

１
億
８
０
０
０
万
円（
プ
レ
ミ
ア
ム
率

20
％
）と
し
、町
内
で
の
購
買
活
動

を
高
め
る
。商

品
券
発
行
業
務
に
対

し
、
町
商
工
会
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
で
き
な
い
か
。

町
商
工
会
と
協
議
を
し
て

い
き
た
い
。

今
年
度
交
付
さ
れ
た
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
１

億
６
０
０
０
万
円
の
う
ち
、現
時
点

で
約
４
０
０
０
万
円
し
か
予
算
計

上
さ
れ
て
い
な
い
。

　
残
り
１
億
２
０
０
０
万
円
の
使

い
道
お
よ
び
予
算
計
上
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

小
売
業
者
や
飲
食
店
へ
の

経
済
対
策
な
ど
、ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、制
度
設
計
が
間

に
合
わ
な
か
っ
た
。

　
６
月
定
例
会
に
追
加
経
済
対
策

を
含
め
た
補
正
予
算
を
計
上
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
く
。

反
対
討
論

　
　鳴
海

　圭
矢
議
員

　
本
補
正
予
算
案
で
は
、当
初
予

算
が
骨
格
予
算
で
あ
っ
た
こ
と
に
対

す
る
肉
付
け
予
算
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
使
い
道
と
し
て
、一
番
苦
し
ん

で
い
る
小
売
店
や
飲
食
業
者
へ
の

肝
心
な
支
援
が
不
十
分
で
あ
る
た

め
、反
対
と
す
る
。

　

賛
成
討
論
　
　
安
川

　禎
幸
議
員

　
本
補
正
予
算
案
で
は
、新
町
長

就
任
後
の
肉
付
け
予
算
で
、Ｊ
Ｒ
宇

美
駅
前
広
場
の
利
用
を
促
進
す
る

た
め
の
整
備
工
事
請
負
費
や
、プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券
発
行
事

業
補
助
金
、災
害
時
の
情
報
発
信

に
も
活
用
で
き
る
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築
経
費
、

共
働
事
業
提
案
制
度
補
助
金
の
増

額
な
ど
、新
た
に
町
の
活
力
を
生
み

出
す
た
め
の
重
要
な
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
た
め
、賛
成
と
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

　
令
和
５
年
２
月
か
ら
オ
ン
デ
マ

ン
ド
バ
ス
を
導
入
す
る
た
め
の
車

両
を
購
入
。

取
得
財
産
　
４
台（
定
員
10
名
）

契
約
金
額
　
２
６
６
０
万
円

契
約
相
手
　
西
鉄
エ
ム・テ
ッ
ク
㈱

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

補
正
予
算

４
月
臨
時
会

問答

問答 問答

問答

人
事
案
の
同
意

町
民
憲
章
の
制
定

条

　例

諮
問
答
申（
適
任
）

財
産
の
取
得

次
の
ペ
ー
ジ
は 

…
当
初
予
算
審
査
特
別
委
員
会
　
令
和
４
年
度
予
算
を
徹
底
審
査

４
月
臨
時
会

うみ議会だよりNo.85
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て
い
る
。

　
ま
た
、近
年
の
世
帯
数
の
増
加
に

伴
い
毎
年
約
１
０
０
部
ぐ
ら
い
は
増

冊
し
て
い
る
。

町
民
憲
章
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

作
成
業
務
委
託
事
業
に
つ

い
て
、ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。

現
在
、検
討
中
で
あ
る
。

　
当
初
予
算
審
査
に
つ
い
て
は
、議

長
を
除
く
議
員
全
員
に
よ
る
当
初

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

活
発
な
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
を
要
約
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導

入
時
期
は
。

現
在
、福
祉
バ
ス
ハ
ピ
ネ
ス

号
か
ら
町
全
域
を
カ
バ
ー

す
る
た
め
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
へ
の

移
行
を
計
画
中
で
、令
和
５
年
２
月

か
ら
実
証
運
行
を
開
始
し
、２
月
、

３
月
は
ハ
ピ
ネ
ス
号
と
の
併
用
運
行

を
実
施
予
定
。そ
の
後
、４
月
以
降

に
切
り
替
え
る
計
画
。

町
の
広
報
誌
の
印
刷
製
本

費
が
昨
年
度
よ
り
増
額
し

て
い
る
が
そ
の
経
緯
は
。

業
者
と
長
期
継
続
契
約

５
年
の
単
価
契
約
で
行
っ

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

事
業
の
目
標
金
額
が
前

年
度
を
下
回
っ
て
い
る
要
因
は
。

ま
た
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

方
策
は
。福

岡
県
産
あ
ま
お
う
の
競

争
が
自
治
体
間
で
激
化
し

て
き
た
影
響
が
大
き
い
。

　
新
た
な
取
組
は
関
東
地
方
で
の

電
車
内
広
告
や
寄
附
金
の
活
用
事

例
の
紹
介
、ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

の
発
送
等
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
ご
う
ら

「
河
原
の
し
ず
く
」の
水

を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
し
て
は
。

今
後
、検
討
し
て
い
く
。

町
立
保
育
園
の
民
営
化

の
進
捗
状
況
お
よ
び
待

機
児
童
の
現
状
は
。

町
立
保
育
園
の
民
営
化
は

令
和
２
年
４
月
に
貴
船
保

育
園
、令
和
４
年
４
月
か
ら
は
柳
原

保
育
園
が「
柳
原
ぷ
ら
す
保
育
園
」

に
な
る
。町
立
の
早
見
保
育
園
、原

田
保
育
園
は
残
る
。

　
待
機
児
童
の
状
況
は
令
和
２
年

度
当
初
26
名
、令
和
３
年
度
当
初

40
名
、令
和
４
年
度
で
は
町
立
保

育
園
の
民
営
化
も
進
み
解
消
で
き

る
見
込
み
。一

本
松
公
園
や
そ
の
他

の
公
園
の
整
備
管
理
体

制
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

一
本
松
公
園
に
つ
い
て
は
、

ト
イ
レ
の
整
備
も
終
わ
り
、

巡
視
お
よ
び
清
掃
業
務
等
は
民
間

業
者
に
委
託
し
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
は
か
な
り
老
朽
化
し

て
い
る
た
め
活
用
方
法
を
検
討
中
。

　
そ
の
外
、町
内
に
は
94
か
所
の

公
園
・
広
場
が
あ
る
が
、利
用
者
が

少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。今
後

は
現
在
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
し

な
が
ら
魅
力
あ
る
公
園
造
り
を
目

指
す
。

賛
成
討
論

　鳴
海

　圭
矢
議
員

　
本
予
算
案
は
経
常
的
な
経
費
が

基
本
で
あ
り
、情
報
シ
ス
テ
ム
共
同

化
事
業
に
お
い
て
の
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務
委
託
料
の
計
上
な
ど
、骨
格

予
算
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
賛

成
と
す
る
。

　（全
員
賛
成
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

介
護
予
防
教
室
や
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
実
施
し
て
生
活
習
慣
病
予
防

の
拡
充
を
図
り
た
い
。

反
対
討
論

　鳴
海

　圭
矢
議
員

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
長
生

き
す
る
ほ
ど
経
済
的
な
負
担
が
重

く
な
る
と
い
う
悪
制
で
あ
る
た
め
反

対
と
す
る
。

　（賛
成
多
数
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

令
和
４
年
度
の
特
定
健

診
受
診
率
の
目
標
は
。

令
和
２
、３
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
で
低
下
し
た
が
、令

和
４
年
度
は
39
・
１
％
を
目
標
と

し
て
い
る
。国

保
の
資
格
証
、短
期
証

の
発
行
状
況
は
。

資
格
証
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
令
和
２
、３
年
度
は
発

行
し
て
い
な
い
。短
期
証
は
令
和
２

年
度
は
４
３
２
件
、令
和
３
年
度
は

現
時
点
で
４
６
０
件
と
な
って
い
る
。

他
町
と
比
べ
て
保
険
税

が
高
い
と
言
わ
れ
る
。一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
額

し
て
保
険
税
を
下
げ
ら
れ
な
い
か
。

保
険
税
を
下
げ
る
目
的

で
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
は
国
の
指
針
に
反
す
る
。町

と
し
て
も
考
え
て
い
な
い
。

特
別
交
付
金
・
保
険
者
努
力

支
援
分
の
増
額
の
理
由
は
。

収
納
率
の
向
上
、医
療
費

適
正
化
の
取
組
、保
健
事

業
の
取
組
等
に
対
し
て
交
付
さ
れ

る
も
の
で
、当
町
の
取
組
が
評
価
さ

れ
増
額
と
な
っ
た
。被
保
険
者
一
人

あ
た
り
の
交
付
額
は
県
60
市
町
村

の
う
ち
13
位
。

反
対
討
論

　
　鳴
海

　圭
矢
議
員

　
国
保
税
は
生
活
に
重
い
負
担
と

な
っ
て
お
り
、町
独
自
の
引
き
下
げ

を
要
求
し
て
反
対
と
す
る
。

賛
成
討
論

　
　安
川

　禎
幸
議
員

　
職
員
の
努
力
に
よ
り
安
定
し
た

事
業
運
営
を
行
っ
て
お
り
、細
部
に

配
慮
さ
れ
た
予
算
措
置
が
な
さ
れ

て
い
る
た
め
賛
成
と
す
る
。

　（賛
成
多
数
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

水
道
料
金
が
高
い
の
は

福
岡
地
区
水
道
企
業
団

（
以
下「
企
業
団
」と
い
う
）か
ら
の

受
水
量
が
多
い
の
が
原
因
。企
業

団
と
交
渉
で
き
な
い
か
。

一
水
道
事
業
体
の
み
で
は

交
渉
が
難
し
い
た
め
、今

後
は
福
岡
地
区
全
体
で
考
え
て
い

き
た
い
。

浄
水
場
の
業
務
委
託
は

水
道
事
業
の
民
営
化
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

浄
水
場
の
業
務
委
託
は
職

員
の
退
職
に
よ
る
一
時
的

な
も
の
。現
時
点
で
水
道
運
営
に
関

す
る
民
営
化
は
考
え
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
最
も
多
く
他
の

自
治
体
に
水
を
融
通
し
た

際
の
自
己
水
源
率
は
。

令
和
元
年
で
、自
己
水
源

率
は
36
％
だ
っ
た
。

反
対
討
論

　
　入
江

　政
行
議
員

　
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
の
た
め

今
後
の
企
業
団
と
の
交
渉
を
要
望

し
て
反
対
と
す
る
。

　（賛
成
多
数
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

工
事
発
注
時
期
は
早
け

れ
ば
請
負
率
が
下
が
っ

て
く
る
。発
注
時
期
の
考
え
方
は
。

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
発

注
し
て
年
度
末
に
は
終
わ

ら
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

宇
美
東
小
学
校
前
の
下

水
道
整
備
が
遅
れ
て
い

る
原
因
は
。

地
形
、河
川
等
の
関
係
で

検
討
が
必
要
な
た
め
。工

事
の
時
期
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
。

本
年
度
の
下
水
道
普
及

率
の
目
標
は
。

本
年
度
は
繰
越
工
事
が
あ

り
数
字
は
出
な
い
が
、令

和
２
年
度
に
お
い
て
は
88
・
２
％
と

な
って
い
る
。

　（全
員
賛
成
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
収
納
率

へ
の
影
響
は
な
い
か
。ま
た

収
納
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

１
月
末
の
収
納
率
79
・

94
％
、前
年
同
月
で
79
・

99
％
で
微
減
と
な
っ
て
い
る
が
、コ

ロ
ナ
の
影
響
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

収
納
業
務
は
財
政
課
で
担
当
し
、

民
間
委
託
に
よ
る
４
人
体
制
と

な
っ
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
対

象
被
保
険
者
数
は
。

令
和
４
年
１
月
末
で
４
４

８
９
人
。

県
内
で
一
番
高
い
一
人
当

た
り
の
医
療
費
対
策
は
。

生
活
習
慣
病
の
発
症
予

防
と
重
症
化
予
防
が
大

切
。健
診
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の

問答問答 問答

問

問

問答問答

問答

問答

問答問答

問答

問答

問

問

答

問答問答 問答

問答 問答

答答

答

令
和
４
年
度
予
算
を

　
　
　
　　徹
底
審
査

令
和
４
年
度
予
算
を

　
　
　
　　徹
底
審
査

当初予算審査
特別委員会
委員長

黒川　悟議員

特
別
会
計

特
別
会
計

当初予算審査
特別委員会

一
般
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

国
民
健
康
保
険
会
計

上
水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

町
民
憲
章
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
河
原
の
し
ず
く
」販
売
所

委
員
会

一
般
質
問

委
員
会
紹
介

特
　
集

３
月
定
例
会
・
４
月
臨
時
会
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令和4年5月13日発行 6



て
い
る
。

　
ま
た
、近
年
の
世
帯
数
の
増
加
に

伴
い
毎
年
約
１
０
０
部
ぐ
ら
い
は
増

冊
し
て
い
る
。

町
民
憲
章
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

作
成
業
務
委
託
事
業
に
つ

い
て
、ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。

現
在
、検
討
中
で
あ
る
。

　
当
初
予
算
審
査
に
つ
い
て
は
、議

長
を
除
く
議
員
全
員
に
よ
る
当
初

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

活
発
な
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
を
要
約
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導

入
時
期
は
。

現
在
、福
祉
バ
ス
ハ
ピ
ネ
ス

号
か
ら
町
全
域
を
カ
バ
ー

す
る
た
め
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
へ
の

移
行
を
計
画
中
で
、令
和
５
年
２
月

か
ら
実
証
運
行
を
開
始
し
、２
月
、

３
月
は
ハ
ピ
ネ
ス
号
と
の
併
用
運
行

を
実
施
予
定
。そ
の
後
、４
月
以
降

に
切
り
替
え
る
計
画
。

町
の
広
報
誌
の
印
刷
製
本

費
が
昨
年
度
よ
り
増
額
し

て
い
る
が
そ
の
経
緯
は
。

業
者
と
長
期
継
続
契
約

５
年
の
単
価
契
約
で
行
っ

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

事
業
の
目
標
金
額
が
前

年
度
を
下
回
っ
て
い
る
要
因
は
。

ま
た
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

方
策
は
。福

岡
県
産
あ
ま
お
う
の
競

争
が
自
治
体
間
で
激
化
し

て
き
た
影
響
が
大
き
い
。

　
新
た
な
取
組
は
関
東
地
方
で
の

電
車
内
広
告
や
寄
附
金
の
活
用
事

例
の
紹
介
、ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

の
発
送
等
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
ご
う
ら

「
河
原
の
し
ず
く
」の
水

を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
し
て
は
。

今
後
、検
討
し
て
い
く
。

町
立
保
育
園
の
民
営
化

の
進
捗
状
況
お
よ
び
待

機
児
童
の
現
状
は
。

町
立
保
育
園
の
民
営
化
は

令
和
２
年
４
月
に
貴
船
保

育
園
、令
和
４
年
４
月
か
ら
は
柳
原

保
育
園
が「
柳
原
ぷ
ら
す
保
育
園
」

に
な
る
。町
立
の
早
見
保
育
園
、原

田
保
育
園
は
残
る
。

　
待
機
児
童
の
状
況
は
令
和
２
年

度
当
初
26
名
、令
和
３
年
度
当
初

40
名
、令
和
４
年
度
で
は
町
立
保

育
園
の
民
営
化
も
進
み
解
消
で
き

る
見
込
み
。一

本
松
公
園
や
そ
の
他

の
公
園
の
整
備
管
理
体

制
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

一
本
松
公
園
に
つ
い
て
は
、

ト
イ
レ
の
整
備
も
終
わ
り
、

巡
視
お
よ
び
清
掃
業
務
等
は
民
間

業
者
に
委
託
し
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
は
か
な
り
老
朽
化
し

て
い
る
た
め
活
用
方
法
を
検
討
中
。

　
そ
の
外
、町
内
に
は
94
か
所
の

公
園
・
広
場
が
あ
る
が
、利
用
者
が

少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。今
後

は
現
在
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
し

な
が
ら
魅
力
あ
る
公
園
造
り
を
目

指
す
。

賛
成
討
論

　鳴
海

　圭
矢
議
員

　
本
予
算
案
は
経
常
的
な
経
費
が

基
本
で
あ
り
、情
報
シ
ス
テ
ム
共
同

化
事
業
に
お
い
て
の
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務
委
託
料
の
計
上
な
ど
、骨
格

予
算
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
賛

成
と
す
る
。

　（全
員
賛
成
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

介
護
予
防
教
室
や
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
実
施
し
て
生
活
習
慣
病
予
防

の
拡
充
を
図
り
た
い
。

反
対
討
論

　鳴
海

　圭
矢
議
員

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
長
生

き
す
る
ほ
ど
経
済
的
な
負
担
が
重

く
な
る
と
い
う
悪
制
で
あ
る
た
め
反

対
と
す
る
。

　（賛
成
多
数
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

令
和
４
年
度
の
特
定
健

診
受
診
率
の
目
標
は
。

令
和
２
、３
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
で
低
下
し
た
が
、令

和
４
年
度
は
39
・
１
％
を
目
標
と

し
て
い
る
。国

保
の
資
格
証
、短
期
証

の
発
行
状
況
は
。

資
格
証
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
令
和
２
、３
年
度
は
発

行
し
て
い
な
い
。短
期
証
は
令
和
２

年
度
は
４
３
２
件
、令
和
３
年
度
は

現
時
点
で
４
６
０
件
と
な
って
い
る
。

他
町
と
比
べ
て
保
険
税

が
高
い
と
言
わ
れ
る
。一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
額

し
て
保
険
税
を
下
げ
ら
れ
な
い
か
。

保
険
税
を
下
げ
る
目
的

で
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
は
国
の
指
針
に
反
す
る
。町

と
し
て
も
考
え
て
い
な
い
。

特
別
交
付
金
・
保
険
者
努
力

支
援
分
の
増
額
の
理
由
は
。

収
納
率
の
向
上
、医
療
費

適
正
化
の
取
組
、保
健
事

業
の
取
組
等
に
対
し
て
交
付
さ
れ

る
も
の
で
、当
町
の
取
組
が
評
価
さ

れ
増
額
と
な
っ
た
。被
保
険
者
一
人

あ
た
り
の
交
付
額
は
県
60
市
町
村

の
う
ち
13
位
。

反
対
討
論

　
　鳴
海

　圭
矢
議
員

　
国
保
税
は
生
活
に
重
い
負
担
と

な
っ
て
お
り
、町
独
自
の
引
き
下
げ

を
要
求
し
て
反
対
と
す
る
。

賛
成
討
論

　
　安
川

　禎
幸
議
員

　
職
員
の
努
力
に
よ
り
安
定
し
た

事
業
運
営
を
行
っ
て
お
り
、細
部
に

配
慮
さ
れ
た
予
算
措
置
が
な
さ
れ

て
い
る
た
め
賛
成
と
す
る
。

　（賛
成
多
数
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

水
道
料
金
が
高
い
の
は

福
岡
地
区
水
道
企
業
団

（
以
下「
企
業
団
」と
い
う
）か
ら
の

受
水
量
が
多
い
の
が
原
因
。企
業

団
と
交
渉
で
き
な
い
か
。

一
水
道
事
業
体
の
み
で
は

交
渉
が
難
し
い
た
め
、今

後
は
福
岡
地
区
全
体
で
考
え
て
い

き
た
い
。

浄
水
場
の
業
務
委
託
は

水
道
事
業
の
民
営
化
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

浄
水
場
の
業
務
委
託
は
職

員
の
退
職
に
よ
る
一
時
的

な
も
の
。現
時
点
で
水
道
運
営
に
関

す
る
民
営
化
は
考
え
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
最
も
多
く
他
の

自
治
体
に
水
を
融
通
し
た

際
の
自
己
水
源
率
は
。

令
和
元
年
で
、自
己
水
源

率
は
36
％
だ
っ
た
。

反
対
討
論

　
　入
江

　政
行
議
員

　
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
の
た
め

今
後
の
企
業
団
と
の
交
渉
を
要
望

し
て
反
対
と
す
る
。

　（賛
成
多
数
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

工
事
発
注
時
期
は
早
け

れ
ば
請
負
率
が
下
が
っ

て
く
る
。発
注
時
期
の
考
え
方
は
。

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
発

注
し
て
年
度
末
に
は
終
わ

ら
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

宇
美
東
小
学
校
前
の
下

水
道
整
備
が
遅
れ
て
い

る
原
因
は
。

地
形
、河
川
等
の
関
係
で

検
討
が
必
要
な
た
め
。工

事
の
時
期
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
。

本
年
度
の
下
水
道
普
及

率
の
目
標
は
。

本
年
度
は
繰
越
工
事
が
あ

り
数
字
は
出
な
い
が
、令

和
２
年
度
に
お
い
て
は
88
・
２
％
と

な
って
い
る
。

　（全
員
賛
成
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
収
納
率

へ
の
影
響
は
な
い
か
。ま
た

収
納
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

１
月
末
の
収
納
率
79
・

94
％
、前
年
同
月
で
79
・

99
％
で
微
減
と
な
っ
て
い
る
が
、コ

ロ
ナ
の
影
響
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

収
納
業
務
は
財
政
課
で
担
当
し
、

民
間
委
託
に
よ
る
４
人
体
制
と

な
っ
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
対

象
被
保
険
者
数
は
。

令
和
４
年
１
月
末
で
４
４

８
９
人
。

県
内
で
一
番
高
い
一
人
当

た
り
の
医
療
費
対
策
は
。

生
活
習
慣
病
の
発
症
予

防
と
重
症
化
予
防
が
大

切
。健
診
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の

問答問答 問答

問

問

問答問答

問答

問答

問答問答

問答

問答

問

問

答

問答問答 問答

問答 問答

答答

答

令
和
４
年
度
予
算
を

　
　
　
　　徹
底
審
査

令
和
４
年
度
予
算
を

　
　
　
　　徹
底
審
査

当初予算審査
特別委員会
委員長

黒川　悟議員

特
別
会
計

特
別
会
計

当初予算審査
特別委員会

一
般
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

国
民
健
康
保
険
会
計

上
水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

町
民
憲
章
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
河
原
の
し
ず
く
」販
売
所

次
の
ペ
ー
ジ
は 

…
令
和
４
年
度
予
算
の
概
要

委
員
会
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全会一致で同意・答申・可決した議案

審議した議案と各議員の賛否 ○は賛成　×は反対を表しています

※古賀ひろ子議長に表決権はありません

令和４年３月定例会　表決一覧

～議会が注目した主な予算の使い道～ （単位：万円未満四捨五入）

　令和４年度の一般会計当初予算
は、義務的経費を中心に骨格予算
として編成され、政策的経費や新
規事業は肉付予算として、３月定
例会（補正予算第１号）および４
月21日開催の第２回臨時会（補
正予算第２号）で追加議決され、
総額122億5696万円。前年度と
比較すると3億8364万円増額と
なっています。
　また、議会が注目した主な予算
の使い道として、住民にとって関
心があると思われる事業をクロー
ズアップしています。

地域コミュニティ支援事業費
【予算：600万円】　

　地域コミュニティのデジタル化促進を図るために小
学校区コミュニティ事務所および自治会公民館の
Wi-Fi 環境の整備を支援するための経費です。

オンデマンドバス運行事業費
【予算：6257万円】　

　令和５年２月から実証運行を予定しているオ
ンデマンドバスの運行のための経費です。（写真
は宗像市日の里団地で運行されているオンデマ
ンドバス「のるーと」）

令　和　４　年　度　予　算　の　概　要

一般会計予算 （単位：万円未満四捨五入） 前年度からの増減

自主財源
39.5%

町　　　税 36 億 7081 万円 1 億 4393 万円
そ　の　他 11 億 7480 万円 ▲ 1 億 1744 万円
合　　　計 48 億 4561 万円 2649 万円

依存財源
60.5%

地方交付税 25 億 7364 万円 4405 万円
国県支出金 32 億 5346 万円 3 億 7980 万円
町　　　債 5億 6110 万円 ▲ 1 億 4920 万円
そ　の　他 10 億 2315 万円 8250 万円
合　　　計 74 億 1135 万円 3 億 5715 万円

歳入合計 122 億 5696 万円 3 億 8364 万円

特別会計予算 （単位：万円未満四捨五入）

会　計　名 予　算　額 前年度からの増減

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 5億 0705 万円 2956 万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 39 億 5644 万円 6380 万円

上 水 道 事 業 会 計
収益的支出 7億 8253 万円 2817 万円

資本的支出 3億 7291 万円 8548 万円

流域関連公共下水道事業
会 計

収益的支出 8億 7806 万円 ▲ 1624 万円

資本的支出 8億 8315 万円 4665 万円

議　案　名

宇美町監査委員の選任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （議選）　安川　禎幸氏

人権擁護委員候補者の推薦 吉村　龍行氏

宇美町町民憲章を制定

町道路線の認定 岩長浦１号線の新規認定（井野地区）

工事請負契約の締結 令和３年度宇美町立中央公民館及び宇美町住民福祉セン
ター改修工事

宇美町国民健康保険税条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　未就学児に係る均等割保険税の５割を公費により軽減

宇美町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例　　　　
①非常勤職員の育児休業・部分休業の取得要件の緩和
　（在職期間に関する要件の廃止）
②育児休業を取得しやすい勤務環境の整備

令和３年度　 宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 700万 9千円減額し、計 4億 7047万 9千円

令和３年度　 宇美町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 5315万 8千円増額し、計 41億 7878万 4千円

令和３年度　 宇美町上水道事業会計補正予算（第４号）
収益的収入 329万 1千円増額し、計 7億 9814万 8千円
収益的支出 1307万 1千円減額し、計 7億 5201万円
資本的収入 206万 3千円減額し、計 5930万 4千円
資本的支出 200万円減額し、計 2億 8542万 9千円

令和３年度　 宇美町流域関連公共下水道事業会計補正予算
　　　　　　（第２号）

収益的収入 125万円増額し、計 9億 7129万 4千円
収益的支出 38万円減額し、計 9億 306万 5千円
資本的収入 739万 3千円減額し、計 5億 5371万 2千円
資本的支出 515万 5千円減額し、計 8億 3138万 3千円

令和３年度　宇美町一般会計補正予算（第 11号） 1408万 5千円減額し、計 152億 7488万 7千円

令和４年度　 宇美町流域関連公共下水道事業会計予算
収益的収入 9億 2619万 7千円
収益的支出 8億 7806万 4千円
資本的収入 5億 7322万円
資本的支出 8億 8314万 8千円

令和４年度　宇美町一般会計予算　　　　　　　　　 予算総額 117億 1871万 1千円　（賛成討論：鳴海議員）

宇美町会計年度任用職員の給与の特例に関する条例 保育士等の処遇改善　　（期末手当の減額は行わない）

宇美町副町長定数条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副町長 2人体制へ

令和４年度　宇美町一般会計補正予算（第１号） 7856万 7千円増額し、計 117億 9727万 8千円

宇美町副町長の選任（同意第２号） 原田　和幸氏

宇美町副町長の選任（同意第３号） 一木　孝敏氏

（発議）ロシア軍によるウクライナへの侵略に強く抗議し、恒久平和を求める決議

（発議）ワンヘルスの推進に関する決議

天井設置型の Wi-fi 機器

小
林
孝
昭

安
川
禎
幸

髙
橋
紳
章

丸
山
康
夫

平
野
龍
彦

安
川
繁
典

入
江
政
行

黒
川
　
悟

鳴
海
圭
矢

白
水
英
至

藤
木
　
泰

審
議
結
果

討　論

令和４年度　宇美町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決
反対：鳴海
賛成：
安川（禎）

令和４年度　宇美町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決
反対：鳴海　　　
賛成：
安川（禎）

令和４年度　宇美町上水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決 反対：鳴海
賛成：黒川

宇美町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決
宇美町一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部
を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決

宇美町特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条
例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決

宇美町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決

委
員
会

一
般
質
問

委
員
会
紹
介

特
　
集

３
月
定
例
会
・
４
月
臨
時
会
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全会一致で同意・答申・可決した議案

審議した議案と各議員の賛否 ○は賛成　×は反対を表しています

※古賀ひろ子議長に表決権はありません

令和４年３月定例会　表決一覧

～議会が注目した主な予算の使い道～ （単位：万円未満四捨五入）

　令和４年度の一般会計当初予算
は、義務的経費を中心に骨格予算
として編成され、政策的経費や新
規事業は肉付予算として、３月定
例会（補正予算第１号）および４
月21日開催の第２回臨時会（補
正予算第２号）で追加議決され、
総額122億5696万円。前年度と
比較すると3億8364万円増額と
なっています。
　また、議会が注目した主な予算
の使い道として、住民にとって関
心があると思われる事業をクロー
ズアップしています。

地域コミュニティ支援事業費
【予算：600万円】　

　地域コミュニティのデジタル化促進を図るために小
学校区コミュニティ事務所および自治会公民館の
Wi-Fi 環境の整備を支援するための経費です。

オンデマンドバス運行事業費
【予算：6257万円】　

　令和５年２月から実証運行を予定しているオ
ンデマンドバスの運行のための経費です。（写真
は宗像市日の里団地で運行されているオンデマ
ンドバス「のるーと」）

令　和　４　年　度　予　算　の　概　要

一般会計予算 （単位：万円未満四捨五入） 前年度からの増減

自主財源
39.5%

町　　　税 36 億 7081 万円 1 億 4393 万円
そ　の　他 11 億 7480 万円 ▲ 1 億 1744 万円
合　　　計 48 億 4561 万円 2649 万円

依存財源
60.5%

地方交付税 25 億 7364 万円 4405 万円
国県支出金 32 億 5346 万円 3 億 7980 万円
町　　　債 5億 6110 万円 ▲ 1 億 4920 万円
そ　の　他 10 億 2315 万円 8250 万円
合　　　計 74 億 1135 万円 3 億 5715 万円

歳入合計 122 億 5696 万円 3 億 8364 万円

特別会計予算 （単位：万円未満四捨五入）

会　計　名 予　算　額 前年度からの増減

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 5億 0705 万円 2956 万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 39 億 5644 万円 6380 万円

上 水 道 事 業 会 計
収益的支出 7億 8253 万円 2817 万円

資本的支出 3億 7291 万円 8548 万円

流域関連公共下水道事業
会 計

収益的支出 8億 7806 万円 ▲ 1624 万円

資本的支出 8億 8315 万円 4665 万円

議　案　名

宇美町監査委員の選任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （議選）　安川　禎幸氏

人権擁護委員候補者の推薦 吉村　龍行氏

宇美町町民憲章を制定

町道路線の認定 岩長浦１号線の新規認定（井野地区）

工事請負契約の締結 令和３年度宇美町立中央公民館及び宇美町住民福祉セン
ター改修工事

宇美町国民健康保険税条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　未就学児に係る均等割保険税の５割を公費により軽減

宇美町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例　　　　
①非常勤職員の育児休業・部分休業の取得要件の緩和
　（在職期間に関する要件の廃止）
②育児休業を取得しやすい勤務環境の整備

令和３年度　 宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 700万 9千円減額し、計 4億 7047万 9千円

令和３年度　 宇美町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 5315万 8千円増額し、計 41億 7878万 4千円

令和３年度　 宇美町上水道事業会計補正予算（第４号）
収益的収入 329万 1千円増額し、計 7億 9814万 8千円
収益的支出 1307万 1千円減額し、計 7億 5201万円
資本的収入 206万 3千円減額し、計 5930万 4千円
資本的支出 200万円減額し、計 2億 8542万 9千円

令和３年度　 宇美町流域関連公共下水道事業会計補正予算
　　　　　　（第２号）

収益的収入 125万円増額し、計 9億 7129万 4千円
収益的支出 38万円減額し、計 9億 306万 5千円
資本的収入 739万 3千円減額し、計 5億 5371万 2千円
資本的支出 515万 5千円減額し、計 8億 3138万 3千円

令和３年度　宇美町一般会計補正予算（第 11号） 1408万 5千円減額し、計 152億 7488万 7千円

令和４年度　 宇美町流域関連公共下水道事業会計予算
収益的収入 9億 2619万 7千円
収益的支出 8億 7806万 4千円
資本的収入 5億 7322万円
資本的支出 8億 8314万 8千円

令和４年度　宇美町一般会計予算　　　　　　　　　 予算総額 117億 1871万 1千円　（賛成討論：鳴海議員）

宇美町会計年度任用職員の給与の特例に関する条例 保育士等の処遇改善　　（期末手当の減額は行わない）

宇美町副町長定数条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副町長 2人体制へ

令和４年度　宇美町一般会計補正予算（第１号） 7856万 7千円増額し、計 117億 9727万 8千円

宇美町副町長の選任（同意第２号） 原田　和幸氏

宇美町副町長の選任（同意第３号） 一木　孝敏氏

（発議）ロシア軍によるウクライナへの侵略に強く抗議し、恒久平和を求める決議

（発議）ワンヘルスの推進に関する決議

天井設置型の Wi-fi 機器

小
林
孝
昭

安
川
禎
幸

髙
橋
紳
章

丸
山
康
夫

平
野
龍
彦

安
川
繁
典

入
江
政
行

黒
川
　
悟

鳴
海
圭
矢

白
水
英
至

藤
木
　
泰

審
議
結
果

討　論

令和４年度　宇美町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決
反対：鳴海
賛成：
安川（禎）

令和４年度　宇美町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決
反対：鳴海　　　
賛成：
安川（禎）

令和４年度　宇美町上水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決 反対：鳴海
賛成：黒川

宇美町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決
宇美町一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部
を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決

宇美町特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条
例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決

宇美町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決

次
の
ペ
ー
ジ
は 

…
一
般
質
問
　
６
人
が
登
壇

表
決
一
覧

うみ議会だよりNo.85
令和4年5月13日発行9



答

新町長に問う
～宇美町を変えるために
　　何にどう取り組むのか～

役場の組織体制を早急に
見直し対処する

問

　安
川
新
町
長
が
掲
げ

て
い
る
政
策
を
具
体
的
に

進
め
て
い
く
た
め
の
方
策

を
問
い
た
い
。

　若
い
子
育
て
世
帯
の
流

入
促
進
に
向
け
て
、児
童

生
徒
の
学
力
を
向
上
さ
せ

て
い
く
た
め
の
具
体
的
な

政
策
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
学
校
教
育
課
内
や
各
学

校
の
学
力
向
上
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、テ
ス

ト
結
果
を
基
に
分
析
を
行

う
と
と
も
に
、授
業
の
改

善
を
進
め
、学
力
の
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問

　令
和
３
年
３
月
に
宇

美
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

が
策
定
さ
れ
た
。

　今
後
、部
活
動
改
革
も

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、具
体
的
な
政
策
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
部
活
動
が
教
職
員
の
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、休
日
の
部
活
動
を

地
域
に
移
行
し
て
い
く
こ
と

や
外
部
指
導
者
の
導
入
に

よ
り
教
職
員
の
負
担
を
減

ら
し
て
い
き
た
い
。

問

　待
機
児
童
ゼ
ロ
を
継

続
し
て
い
く
た
め
の
具
体

的
政
策
は
。

答

　こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
今
後
、貴
船
保
育
園
と

柳
原
ぷ
ら
す
保
育
園
の
建

て
替
え
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

現
定
員
以
上
の
受
け
入
れ

が
で
き
る
よ
う
面
積
を
確

保
し
、弾
力
的
な
受
け
入
れ

が
で
き
る
よ
う
協
議
を
進

め
る
。

　
ま
た
、町
立
保
育
園
の
保

育
士
を
確
保
す
る
た
め
に
、

大
学
や
専
門
学
校
への
新
人

保
育
士
募
集
の
強
化
を
は

じ
め
、潜
在
保
育
士
を
確
保

す
る
た
め
に
ハロ
ー
ワ
ー
ク
や

広
報
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
求

人
募
集
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。

　
ま
た
、保
育
士
の
処
遇
改

善
を
進
め
て
お
り
、働
き
や

す
い
職
場
環
境
の
構
築
に
も

努
め
て
い
く
。

問

　子
ど
も
を
産
み
育
て

や
す
い
町「
う
み
」の
実
現

に
向
け
て
の
具
体
策
は
。

答

　町
長

　次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
教
育
が
他
の

自
治
体
に
遅
れ
を
取
っ
て
は

い
け
な
い
。

　
教
育
費
は
し
っ
か
り
確
保

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
て
い
る
。

問

　子
ど
も
た
ち
の
熱
中

症
対
策
と
と
も
に
、災
害

時
の
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
小
学
校
体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
学
校
体
育
館
への
エ
ア
コ
ン

設
置
は
ま
だ
検
討
し
て
い
な

い
が
、体
育
館
は
災
害
時
の

避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て

お
り
、エ
ア
コ
ン
や
そ
れ
に
類

す
る
設
備
を
整
備
す
る
こ

と
も
検
討
、調
査
研
究
を
進

め
る
。

問

　当
町
の
道
路
事
情
は

10
年
前
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
。

　道
路
整
備
を
進
め
る
政

策
は
、町
長
の
ビ
ジ
ョ
ン

で
も
重
要
な
部
分
だ
と
思

う
が
、具
体
的
な
政
策
は
。

答

　町
長

　当
町
は
博
多

駅
や
福
岡
空
港
、太
宰
府
イ

ン
タ
ー
か
ら
も
近
い
が
、交

通
渋
滞
に
よ
り
地
の
利
を

生
か
し
切
れ
て
い
な
い
。渋

滞
の
解
消
に
向
け
て
、道
路

整
備
を
進
め
る
こ
と
が
大

切
だ
。

　
職
員
だ
け
で
な
く
、私
自

身
が
県
知
事
や
県
議
会
議

員
等
に
働
き
か
け
る
こ
と

も
大
切
だ
と
考
え
る
。

　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
設
置
に
つ
い
て
も
、実

現
に
向
け
て
全
力
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
。

　
役
場
の
組
織
体
制
を
早

急
に
見
直
し
、課
題
解
決
へ

の
道
筋
を
示
し
た
い
。

丸山 康夫 議員

丸山 康夫 議員 ―――― 11P
♦新町長に問う
　～宇美町を変えるために
　　　何にどう取り組むのか～

入江 政行 議員 ―――― 12P
♦インボイス導入による
　小規模事業者への影響は
♦新町長に今後の
　町政への取組を問う

鳴海 圭矢 議員 ―――― 13P
♦水道料金の引き下げを
♦土砂崩れ等自然災害への対応は
♦投票率の低下にどう取り組むのか

黒川 　悟 議員 ―――― 14P
♦次の100年に向けた
　活力あるまちづくりの現実を
♦公共施設のトイレおよび
　学校トイレの洋式化の現状は

安川 禎幸 議員 ―――― 15P
♦原田小学校、宇美南中学校に
　係る「小中一貫校」の提案

髙橋 紳章 議員 ―――― 16P
♦新リーダーとしての
　町長の意見を伺いたい

一般質問とは定例会で行われ、議員が町政
全般について、町長などの執行機関の考え
方や方針などを問いただすことです。

宇美公園の桜のトンネル
　宇美公園へ向かう道路には両側に桜並木が
あり、見事な桜のトンネルができていました。

一般質問  町政を問う 6 人が登壇！

整備が完了した宇美西口交差点

委
員
会

一
般
質
問

委
員
会
紹
介

特
　
集

３
月
定
例
会
・
４
月
臨
時
会

うみ議会だよりNo.85
令和4年5月13日発行 10



答

新町長に問う
～宇美町を変えるために
　　何にどう取り組むのか～

役場の組織体制を早急に
見直し対処する

問

　安
川
新
町
長
が
掲
げ

て
い
る
政
策
を
具
体
的
に

進
め
て
い
く
た
め
の
方
策

を
問
い
た
い
。

　若
い
子
育
て
世
帯
の
流

入
促
進
に
向
け
て
、児
童

生
徒
の
学
力
を
向
上
さ
せ

て
い
く
た
め
の
具
体
的
な

政
策
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
学
校
教
育
課
内
や
各
学

校
の
学
力
向
上
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、テ
ス

ト
結
果
を
基
に
分
析
を
行

う
と
と
も
に
、授
業
の
改

善
を
進
め
、学
力
の
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問

　令
和
３
年
３
月
に
宇

美
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

が
策
定
さ
れ
た
。

　今
後
、部
活
動
改
革
も

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、具
体
的
な
政
策
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
部
活
動
が
教
職
員
の
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、休
日
の
部
活
動
を

地
域
に
移
行
し
て
い
く
こ
と

や
外
部
指
導
者
の
導
入
に

よ
り
教
職
員
の
負
担
を
減

ら
し
て
い
き
た
い
。

問

　待
機
児
童
ゼ
ロ
を
継

続
し
て
い
く
た
め
の
具
体

的
政
策
は
。

答

　こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
今
後
、貴
船
保
育
園
と

柳
原
ぷ
ら
す
保
育
園
の
建

て
替
え
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

現
定
員
以
上
の
受
け
入
れ

が
で
き
る
よ
う
面
積
を
確

保
し
、弾
力
的
な
受
け
入
れ

が
で
き
る
よ
う
協
議
を
進

め
る
。

　
ま
た
、町
立
保
育
園
の
保

育
士
を
確
保
す
る
た
め
に
、

大
学
や
専
門
学
校
への
新
人

保
育
士
募
集
の
強
化
を
は

じ
め
、潜
在
保
育
士
を
確
保

す
る
た
め
に
ハロ
ー
ワ
ー
ク
や

広
報
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
求

人
募
集
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。

　
ま
た
、保
育
士
の
処
遇
改

善
を
進
め
て
お
り
、働
き
や

す
い
職
場
環
境
の
構
築
に
も

努
め
て
い
く
。

問

　子
ど
も
を
産
み
育
て

や
す
い
町「
う
み
」の
実
現

に
向
け
て
の
具
体
策
は
。

答

　町
長

　次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
教
育
が
他
の

自
治
体
に
遅
れ
を
取
っ
て
は

い
け
な
い
。

　
教
育
費
は
し
っ
か
り
確
保

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
て
い
る
。

問

　子
ど
も
た
ち
の
熱
中

症
対
策
と
と
も
に
、災
害

時
の
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
小
学
校
体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
学
校
体
育
館
への
エ
ア
コ
ン

設
置
は
ま
だ
検
討
し
て
い
な

い
が
、体
育
館
は
災
害
時
の

避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て

お
り
、エ
ア
コ
ン
や
そ
れ
に
類

す
る
設
備
を
整
備
す
る
こ

と
も
検
討
、調
査
研
究
を
進

め
る
。

問

　当
町
の
道
路
事
情
は

10
年
前
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
。

　道
路
整
備
を
進
め
る
政

策
は
、町
長
の
ビ
ジ
ョ
ン

で
も
重
要
な
部
分
だ
と
思

う
が
、具
体
的
な
政
策
は
。

答

　町
長

　当
町
は
博
多

駅
や
福
岡
空
港
、太
宰
府
イ

ン
タ
ー
か
ら
も
近
い
が
、交

通
渋
滞
に
よ
り
地
の
利
を

生
か
し
切
れ
て
い
な
い
。渋

滞
の
解
消
に
向
け
て
、道
路

整
備
を
進
め
る
こ
と
が
大

切
だ
。

　
職
員
だ
け
で
な
く
、私
自

身
が
県
知
事
や
県
議
会
議

員
等
に
働
き
か
け
る
こ
と

も
大
切
だ
と
考
え
る
。

　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
設
置
に
つ
い
て
も
、実

現
に
向
け
て
全
力
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
。

　
役
場
の
組
織
体
制
を
早

急
に
見
直
し
、課
題
解
決
へ

の
道
筋
を
示
し
た
い
。

丸山 康夫 議員

丸山 康夫 議員 ―――― 11P
♦新町長に問う
　～宇美町を変えるために
　　　何にどう取り組むのか～

入江 政行 議員 ―――― 12P
♦インボイス導入による
　小規模事業者への影響は
♦新町長に今後の
　町政への取組を問う

鳴海 圭矢 議員 ―――― 13P
♦水道料金の引き下げを
♦土砂崩れ等自然災害への対応は
♦投票率の低下にどう取り組むのか

黒川 　悟 議員 ―――― 14P
♦次の100年に向けた
　活力あるまちづくりの現実を
♦公共施設のトイレおよび
　学校トイレの洋式化の現状は

安川 禎幸 議員 ―――― 15P
♦原田小学校、宇美南中学校に
　係る「小中一貫校」の提案

髙橋 紳章 議員 ―――― 16P
♦新リーダーとしての
　町長の意見を伺いたい

一般質問とは定例会で行われ、議員が町政
全般について、町長などの執行機関の考え
方や方針などを問いただすことです。

宇美公園の桜のトンネル
　宇美公園へ向かう道路には両側に桜並木が
あり、見事な桜のトンネルができていました。

一般質問  町政を問う 6 人が登壇！

整備が完了した宇美西口交差点

委
員
会

一
般
質
問

委
員
会
紹
介

特
　
集

３
月
定
例
会
・
４
月
臨
時
会
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問

　２
０
２
３
年
10
月
か

ら「
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）」が

導
入
さ
れ
る
予
定
。

　基
準
期
間
の
課
税
売
上

高
が
１
０
０
０
万
円
以
下

で
あ
れ
ば
消
費
税
の
納
税

は
免
除
さ
れ
て
い
る
が
、イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
登
録
事

業
者
に
な
れ
ば
、売
上
高
に

関
わ
ら
ず
納
税
義
務
が
発

生
す
る
。
　

　イ
ン
ボ
イ
ス
の
導
入
に

よ
り
、免
税
事
業
者
と
の
取

引
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
が

発
生
し
、個
人
タ
ク
シ
ー
、

一
人
親
方
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス

等
の
事
業
者
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
が
、対
策
は
考

え
て
い
る
か
。

答

　ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
イ
ン
ボ
イ
ス
の
導
入
に
よ

り
、事
業
者
に
対
す
る
影
響

は
ゼ
ロ
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
制
度
導
入
に
伴
い
、イ
ン

ボ
イ
ス
の
発
行
に
係
る
事
務

負
担
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。ま
た
、免
税
事
業
者
が

取
引
か
ら
排
除
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
懸
念
の
声
も

あ
る
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
の
導
入
ま
で

に
４
年
間
の
準
備
期
間
を

設
け
、経
過
措
置
や
、み
な

し
税
率
を
適
用
で
き
る
簡

易
課
税
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。

　
事
業
者
の
皆
様
に
、制
度

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、取

引
先
と
の
調
整
検
討
の
上
、

登
録
を
受
け
る
か
否
か
の

判
断
を
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
。

問

　当
町
の
経
済
、社
会
の

支
え
と
な
っ
て
き
た
小
規

模
事
業
者
が
、イ
ン
ボ
イ
ス

導
入
の
影
響
に
よ
り
経
営

が
立
ち
行
か
な
く
な
り
減

少
し
、経
済
の
疲
弊
に
繋
が

る
が
対
策
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
現
段
階
に
お
い
て
、イ
ン

ボ
イ
ス
の
導
入
に
よ
り
町
内

の
経
済
や
事
業
者
の
方
々
に

ど
の
程
度
影
響
を
及
ぼ
す

か
と
い
う
の
は
未
知
数
で
あ

り
、事
業
者
に
こ
の
制
度
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　
制
度
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、税
務
署
等
の
相
談
窓

口
を
案
内
し
て
い
く
よ
う
に

考
え
て
い
る
。

問

　全
国
的
に
イ
ン
ボ
イ

ス
の
導
入
に
中
止
の
声
が

広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　町
村
長
会
に
お
い
て
、

他
の
自
治
体
に
呼
び
か
け

て
、中
止
す
る
旨
の
要
望

書
・
意
見
書
を
提
出
し
て

は
ど
う
か
。

答

　町
長
　
事
業
者
に
こ

の
制
度
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
。

　
町
内
で
の
影
響
、他
市
町

村
で
の
動
向
等
を
確
認
し
て

対
応
し
て
い
く
。

新
町
長
に
今
後
の
町
政
へ

の
取
組
を
問
う
。

問

　当
町
は
、人
口
減
少
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　町
民
の
方
々
か
ら
、た

く
さ
ん
の
意
見
や
要
望
が

で
て
い
る
が
、ど
う
取
り

組
む
の
か
。

答

　町
長

　今
議
会
で
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、５
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
て
い
る
。課
題
解
決
に
向

け
可
能
性
を
探
り
な
が
ら
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

　適
格
請
求
書
保
存
方
式

の
こ
と
で
、所
定
の
記
載

要
件
を
満
た
し
た
、請
求

書
等
が
適
格
請
求
書（
イ

ン
ボ
イ
ス
）と
な
り
、イ
ン

ボ
イ
ス
の
発
行
ま
た
は
保

存
に
よ
り
消
費
税
の
仕
入

税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。

　消
費
税
の
課
税
業
者
で

あ
り
、適
格
請
求
書
事
業

者
に
登
録
し
た
事
業
者
が

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で
き

る
。

答

水道料金の引き下げを

福岡地区全体の見直しが
必要

インボイス導入による
小規模事業者への影響は
答 事業者に対する影響は
ゼロではない

問

　宇
美
町
の
水
道
料
金

は
近
隣
の
自
治
体
と
比
較

し
て
も
非
常
に
高
い
。そ

の
理
由
は
。

答

　上
下
水
道
課
長

　
福
岡
地
区
水
道
企
業
団

（
以
下「
企
業
団
」と
い
う
）

か
ら
の
供
給
水
量
の
問
題

も
あ
る
が
、上
水
道
管
路

延
長
が
郡
内
で
も
一
番
長

い
こ
と
や
浄
水
場
、配
水
池

の
施
設
更
新
や
修
繕
等
の

維
持
管
理
に
多
額
の
費
用

を
要
す
る
こ
と
も
要
因
の

一
つ
と
考
え
る
。

問

　自
己
水
源
を
活
用
し

な
が
ら
、企
業
団
と
の
契

約
を
今
の
実
態
に
則
し
た

形
に
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答

　上
下
水
道
課
長

　
自
己
水
源
は
今
後
改
修

す
べ
き
も
の
や
水
質
、水
量

に
問
題
が
あ
り
使
用
を
控

え
て
い
る
箇
所
も
あ
る
こ
と

か
ら
、企
業
団
か
ら
の
受
水

分
と
自
己
水
源
を
調
整
し

な
が
ら
運
営
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
協
定
内
容
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
要
望
・
協
議
を

行
っ
て
き
た
経
緯
も
あ
る

が
一
水
道
事
業
体
の
み
で

は
難
し
く
、福
岡
地
区
全

体
の
見
直
し
が
必
要
。

問

　上
水
道
特
別
会
計
で

出
た
利
益
は
町
民
に
還
元

す
る
べ
き
で
は
。

答

　上
下
水
道
課
長

　
将
来
に
わ
た
る
健
全
な

運
営
に
内
部
留
保
の
確
保

は
必
要
で
あ
り
利
益
が
出

て
い
る
か
ら
即
還
元
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。

問

　一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
も
視
野
に
水
道
料

金
の
引
き
下
げ
を
検
討
す

る
べ
き
で
は
。

答

　上
下
水
道
課
長

　
地
方
公
営
企
業
の
規
定

に
よ
り
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
で
き
る
経
費
と
し

て
、料
金
引
き
下
げ
の
た
め

の
繰
り
入
れ
は
該
当
し
な

い
と
判
断
し
て
い
る
。

土
砂
崩
れ
等
自
然
災
害
へ

の
対
応
は
。

問

　ひ
ば
り
が
丘
の
土
砂

崩
れ
に
つ
い
て
町
か
ら
の

説
明
が
な
い
、情
報
が
遅

い
等
の
強
い
不
満
が
あ
っ

た
。改
善
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答

　都
市
整
備
課
長

　
不
確
定
な
情
報
は
発
信

で
き
な
い
と
消
極
的
な
姿

勢
に
な
り
、そ
の
点
は
十
分

反
省
し
て
い
る
。今
後
は
延

期
し
て
い
た
住
民
説
明
会

を
行
う
と
と
も
に
、定
期

的
に
復
旧
工
事
の
進
捗
を

発
信
し
て
い
き
た
い
。

問

　今
後
、梅
雨
の
時
期

に
入
る
が
被
害
の
拡
大
す

る
危
険
性
は
な
い
か
。対

策
は
。

答

　都
市
整
備
課
長

　
地
下
水
対
策
と
し
て
横

ボ
ー
リ
ン
グ
を
７
本
既
に
設

置
し
て
い
る
。

　
今
後
の
梅
雨
に
備
え
て

可
能
な
限
り
横
ボ
ー
リ
ン

グ
を
設
置
し
て
い
く
。

　
道
路
の
り
面
の
動
態
観

測
業
務
を
業
者
に
委
託
し

て
水
位
の
変
化
を
注
視
し

て
い
く
。

問

　ひ
ば
り
が
丘
１
丁
目

に
あ
る
道
を
道
路
が
塞
が

れ
た
場
合
等
、緊
急
時
に

開
放
で
き
な
い
か
。

答

　都
市
整
備
課
長

　
ひ
ば
り
が
丘
１
丁
目
と

桜
丘
４
丁
目
を
接
続
す
る

道
は
通
行
し
な
い
と
い
う

約
束
を
、昭
和
56
年
ご
ろ

桜
丘
南
町
内
会
と
開
発

業
者
が
交
わ
し
て
い
る
が
、

志
免
町
を
通
じ
て
協
議
し

て
い
き
た
い
。

投
票
率
の
低
下
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

鳴海 圭矢 議員 入江 政行 議員

国税庁
ホームページ
インボイス制度の概要

ひばりが丘の土砂崩れ

建設残土による盛土が
引き起こす災害対策は

委
員
会

一
般
質
問

委
員
会
紹
介

特
　
集

３
月
定
例
会
・
４
月
臨
時
会

うみ議会だよりNo.85
令和4年5月13日発行 12



問

　２
０
２
３
年
10
月
か

ら「
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）」が

導
入
さ
れ
る
予
定
。

　基
準
期
間
の
課
税
売
上

高
が
１
０
０
０
万
円
以
下

で
あ
れ
ば
消
費
税
の
納
税

は
免
除
さ
れ
て
い
る
が
、イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
登
録
事

業
者
に
な
れ
ば
、売
上
高
に

関
わ
ら
ず
納
税
義
務
が
発

生
す
る
。
　

　イ
ン
ボ
イ
ス
の
導
入
に

よ
り
、免
税
事
業
者
と
の
取

引
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
が

発
生
し
、個
人
タ
ク
シ
ー
、

一
人
親
方
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス

等
の
事
業
者
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
が
、対
策
は
考

え
て
い
る
か
。

答

　ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
イ
ン
ボ
イ
ス
の
導
入
に
よ

り
、事
業
者
に
対
す
る
影
響

は
ゼ
ロ
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
制
度
導
入
に
伴
い
、イ
ン

ボ
イ
ス
の
発
行
に
係
る
事
務

負
担
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。ま
た
、免
税
事
業
者
が

取
引
か
ら
排
除
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
懸
念
の
声
も

あ
る
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
の
導
入
ま
で

に
４
年
間
の
準
備
期
間
を

設
け
、経
過
措
置
や
、み
な

し
税
率
を
適
用
で
き
る
簡

易
課
税
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。

　
事
業
者
の
皆
様
に
、制
度

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、取

引
先
と
の
調
整
検
討
の
上
、

登
録
を
受
け
る
か
否
か
の

判
断
を
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
。

問

　当
町
の
経
済
、社
会
の

支
え
と
な
っ
て
き
た
小
規

模
事
業
者
が
、イ
ン
ボ
イ
ス

導
入
の
影
響
に
よ
り
経
営

が
立
ち
行
か
な
く
な
り
減

少
し
、経
済
の
疲
弊
に
繋
が

る
が
対
策
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
現
段
階
に
お
い
て
、イ
ン

ボ
イ
ス
の
導
入
に
よ
り
町
内

の
経
済
や
事
業
者
の
方
々
に

ど
の
程
度
影
響
を
及
ぼ
す

か
と
い
う
の
は
未
知
数
で
あ

り
、事
業
者
に
こ
の
制
度
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　
制
度
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、税
務
署
等
の
相
談
窓

口
を
案
内
し
て
い
く
よ
う
に

考
え
て
い
る
。

問

　全
国
的
に
イ
ン
ボ
イ

ス
の
導
入
に
中
止
の
声
が

広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　町
村
長
会
に
お
い
て
、

他
の
自
治
体
に
呼
び
か
け

て
、中
止
す
る
旨
の
要
望

書
・
意
見
書
を
提
出
し
て

は
ど
う
か
。

答

　町
長
　
事
業
者
に
こ

の
制
度
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
。

　
町
内
で
の
影
響
、他
市
町

村
で
の
動
向
等
を
確
認
し
て

対
応
し
て
い
く
。

新
町
長
に
今
後
の
町
政
へ

の
取
組
を
問
う
。

問

　当
町
は
、人
口
減
少
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　町
民
の
方
々
か
ら
、た

く
さ
ん
の
意
見
や
要
望
が

で
て
い
る
が
、ど
う
取
り

組
む
の
か
。

答

　町
長

　今
議
会
で
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、５
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
て
い
る
。課
題
解
決
に
向

け
可
能
性
を
探
り
な
が
ら
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

　適
格
請
求
書
保
存
方
式

の
こ
と
で
、所
定
の
記
載

要
件
を
満
た
し
た
、請
求

書
等
が
適
格
請
求
書（
イ

ン
ボ
イ
ス
）と
な
り
、イ
ン

ボ
イ
ス
の
発
行
ま
た
は
保

存
に
よ
り
消
費
税
の
仕
入

税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。

　消
費
税
の
課
税
業
者
で

あ
り
、適
格
請
求
書
事
業

者
に
登
録
し
た
事
業
者
が

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で
き

る
。

答

水道料金の引き下げを

福岡地区全体の見直しが
必要

インボイス導入による
小規模事業者への影響は
答 事業者に対する影響は
ゼロではない

問

　宇
美
町
の
水
道
料
金

は
近
隣
の
自
治
体
と
比
較

し
て
も
非
常
に
高
い
。そ

の
理
由
は
。

答

　上
下
水
道
課
長

　
福
岡
地
区
水
道
企
業
団

（
以
下「
企
業
団
」と
い
う
）

か
ら
の
供
給
水
量
の
問
題

も
あ
る
が
、上
水
道
管
路

延
長
が
郡
内
で
も
一
番
長

い
こ
と
や
浄
水
場
、配
水
池

の
施
設
更
新
や
修
繕
等
の

維
持
管
理
に
多
額
の
費
用

を
要
す
る
こ
と
も
要
因
の

一
つ
と
考
え
る
。

問

　自
己
水
源
を
活
用
し

な
が
ら
、企
業
団
と
の
契

約
を
今
の
実
態
に
則
し
た

形
に
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答

　上
下
水
道
課
長

　
自
己
水
源
は
今
後
改
修

す
べ
き
も
の
や
水
質
、水
量

に
問
題
が
あ
り
使
用
を
控

え
て
い
る
箇
所
も
あ
る
こ
と

か
ら
、企
業
団
か
ら
の
受
水

分
と
自
己
水
源
を
調
整
し

な
が
ら
運
営
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
協
定
内
容
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
要
望
・
協
議
を

行
っ
て
き
た
経
緯
も
あ
る

が
一
水
道
事
業
体
の
み
で

は
難
し
く
、福
岡
地
区
全

体
の
見
直
し
が
必
要
。

問

　上
水
道
特
別
会
計
で

出
た
利
益
は
町
民
に
還
元

す
る
べ
き
で
は
。

答

　上
下
水
道
課
長

　
将
来
に
わ
た
る
健
全
な

運
営
に
内
部
留
保
の
確
保

は
必
要
で
あ
り
利
益
が
出

て
い
る
か
ら
即
還
元
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。

問

　一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
も
視
野
に
水
道
料

金
の
引
き
下
げ
を
検
討
す

る
べ
き
で
は
。

答

　上
下
水
道
課
長

　
地
方
公
営
企
業
の
規
定

に
よ
り
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
で
き
る
経
費
と
し

て
、料
金
引
き
下
げ
の
た
め

の
繰
り
入
れ
は
該
当
し
な

い
と
判
断
し
て
い
る
。

土
砂
崩
れ
等
自
然
災
害
へ

の
対
応
は
。

問

　ひ
ば
り
が
丘
の
土
砂

崩
れ
に
つ
い
て
町
か
ら
の

説
明
が
な
い
、情
報
が
遅

い
等
の
強
い
不
満
が
あ
っ

た
。改
善
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答

　都
市
整
備
課
長

　
不
確
定
な
情
報
は
発
信

で
き
な
い
と
消
極
的
な
姿

勢
に
な
り
、そ
の
点
は
十
分

反
省
し
て
い
る
。今
後
は
延

期
し
て
い
た
住
民
説
明
会

を
行
う
と
と
も
に
、定
期

的
に
復
旧
工
事
の
進
捗
を

発
信
し
て
い
き
た
い
。

問

　今
後
、梅
雨
の
時
期

に
入
る
が
被
害
の
拡
大
す

る
危
険
性
は
な
い
か
。対

策
は
。

答

　都
市
整
備
課
長

　
地
下
水
対
策
と
し
て
横

ボ
ー
リ
ン
グ
を
７
本
既
に
設

置
し
て
い
る
。

　
今
後
の
梅
雨
に
備
え
て

可
能
な
限
り
横
ボ
ー
リ
ン

グ
を
設
置
し
て
い
く
。

　
道
路
の
り
面
の
動
態
観

測
業
務
を
業
者
に
委
託
し

て
水
位
の
変
化
を
注
視
し

て
い
く
。

問

　ひ
ば
り
が
丘
１
丁
目

に
あ
る
道
を
道
路
が
塞
が

れ
た
場
合
等
、緊
急
時
に

開
放
で
き
な
い
か
。

答

　都
市
整
備
課
長

　
ひ
ば
り
が
丘
１
丁
目
と

桜
丘
４
丁
目
を
接
続
す
る

道
は
通
行
し
な
い
と
い
う

約
束
を
、昭
和
56
年
ご
ろ

桜
丘
南
町
内
会
と
開
発

業
者
が
交
わ
し
て
い
る
が
、

志
免
町
を
通
じ
て
協
議
し

て
い
き
た
い
。

投
票
率
の
低
下
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

鳴海 圭矢 議員 入江 政行 議員

国税庁
ホームページ
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問

　行
政
提
案
型
共
同
事

業
の
状
況
は
。
　
　

答

　ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、地
域

活
動
や
団
体
活
動
が
停
滞

す
る
中
、令
和
３
年
度
は
、

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
ん
ば
い
！
元

気
う
み
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
題
し
、10
事
業
を
募

集
、結
果
５
事
業
の
採
択
が

さ
れ
た
。

　
令
和
４
年
度
に
つい
て
は
、

募
集
数
20
を
超
え
る
団
体

か
ら
応
募
が
あ
り
、今
後
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
、共
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
に
て
、審
査
を

行
い
、町
民
の
皆
様
と
共
働

し
て
事
業
実
施
に
努
め
、町

に
元
気
を
取
り
戻
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問

　子
育
て
の
町
を
推
進

す
る
た
め
の
、
キ
ッ
ズ

パ
ー
ク
構
想
の
再
燃
の
考

え
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
当
初
の
提
案
さ
れ
た
形

で
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、子
育
て
世
代
か

ら
は
、近
隣
市
町
に
あ
る
よ

う
な
安
心
し
て
親
子
が
集

え
る
公
園
設
置
を
望
む
声

が
多
い
。

　
今
後
、場
所
や
規
模
、財

源
等
を
含
め
て
、第
７
次
宇

美
町
総
合
計
画
と
整
合
を

取
り
、関
係
各
課
と
新
た

な
形
で
検
討
を
進
め
る
。

問

　「
宇
美
町
中
心
市
街

地
賑
わ
い
づ
く
り
に
向
け

た
提
言
」を
も
と
に
し
た

今
後
の
計
画
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
こ
の
提
言
は
、８
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
か
ら
、と
て
も
夢

の
あ
る
構
成
と
な
って
い
る
。

　
し
か
し
、全
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
現
す
る
に
は
莫
大

な
費
用
が
必
要
で
あ
り
、

実
現
可
能
な
も
の
か
ら
提

言
を
参
考
に
し
な
が
ら
今

後
、取
り
組
ん
で
い
く
。

　
一
例
と
し
て
、宇
美
駅

前
広
場
の
利
活
用
で
、給

排
水
設
備
等
を
整
備
し
、

商
工
会
で
取
り
組
ん
で
い
る

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や

う
み
カ
フ
ェ
、Ｊ
Ｒ
九
州

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
イ
ベ
ン

ト
に
合
わ
せ
て
、キ
ッ
チ
ン

カ
ー
な
ど
の
配
置
が
で
き
る

よ
う
環
境
整
備
す
る
こ
と

で
、に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
う
。

　
加
え
て
、宇
美
駅
に
つ
い

て
は
、来
年
２
月
実
証
運

行
予
定
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
拠
点
施
設
と
し
て
も

想
定
し
て
お
り
、駅
舎
を

含
め
、Ｊ
Ｒ
九
州
と
も
継

続
し
て
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問

　新
執
行
部
と
な
り
、

宮
崎
県
都
農
町
と
の
友
好

関
係
お
よ
び
宇
美
町
人
会

の
今
後
は
。

答

　町
長
　
都
農
町
と
は
、

１
０
０
周
年
を
き
っ
か
け
に
、

蹴

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
や
特
産

品
の
コ
ラ
ボ
、商
工
会
と
の

事
業
間
交
流
も
深
ま
っ
た
。

ま
た
、都
農
町
の
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
は
先
進
的
で
、

学
ば
な
け
れ
ば
と
思
う
。

　
町
人
会
は
会
員
の
皆
さ

ま
が
一
堂
に
会
し
、ふ
る
さ

と
宇
美
を
懐
か
し
く
語
り

合
う
有
意
義
な
場
所
で
あ

り
、今
後
も
絆
を
大
切
に
、

繋
が
り
を
深
め
て
い
き
た
い
。

問

　次
の
１
０
０
年
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
の
決
意

は
。

答

　町
長
　
ま
ち
づ
く
り

イ
コ
ー
ル
地
方
自
治
で
あ
り
、

町
の
現
状
を
把
握
し
、町

民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、

顕
在
化
し
た
ニ
ー
ズ
に
布
石

を
打
つ
こ
と
が
重
要
だ
。山

積
す
る
課
題
解
決
の
た
め

に
も
、職
員
と
知
恵
を
出

し
合
い
、率
直
な
意
見
交
換

が
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
お
よ

び
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

の
現
状
は
。

原田小学校、
宇美南中学校に係る
「小中一貫校」の提案
答 将来に向けて調査研究を行う

次の 100 年に向けた
活力あるまちづくりの
実現を

答 町民の意見に耳を傾け、
職員と力を合わせて進めて
いきたい

問

　２
０
１
９
年
に
策
定

さ
れ
た
宇
美
町
公
共
施
設

再
配
置
計
画
で
示
さ
れ
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば

「
宇
美
南
中
学
校
は
生
徒

数
の
減
少
に
よ
り
２
０
２

７
年
に
廃
止
を
視
野
に
検

討
す
る
」と
な
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の

趣
旨
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

意
味
、計
画
の
見
直
し
の

状
況
は
。

答

　管
財
課
長

　
計
画
の
趣
旨
は
、公
共
施

設
を
中
長
期
的
な
視
野
に

立
ち
総
合
的
・
計
画
的
な
管

理
を
行
い
、将
来
の
財
政
負

担
の
軽
減
と
平
準
化
を
図

る
も
の
。

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、計
画
の

行
程
を
示
す
も
の
で
、宇
美

南
中
の
廃
止
時
期
は
２
０
２

７
年
と
な
っ
て
い
る
が
、基
本

的
な
方
向
性
を
示
し
た
も

の
で
廃
止
が
確
定
し
て
い

る
も
の
で
は
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
等
の
社
会
情
勢
や

生
徒
数
の
状
況
を
踏
ま
え

て
こ
の
ま
ま
計
画
を
推
し
進

め
る
の
は
適
切
で
は
な
い
と

判
断
し
て
お
り
、計
画
の
見

直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

問

　原
田
小
学
校
、宇
美

南
中
学
校
の
最
新
の
生
徒

数
の
推
計
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
再
配
置
計
画
策
定
時
と

最
新
の
デ
ー
タ
で
比
較
す
る

と
、減
少
率
は
原
田
小
学

校
で
は
25
％
か
ら
21
％
へ
、

宇
美
南
中
学
校
で
は
25
％

か
ら
11
％
へ
と
な
っ
て
お

り
、い
ず
れ
も
計
画
策
定

時
よ
り
減
少
率
が
縮
小
し

て
い
る
。

問

　令
和
３
年
よ
り
開
始

さ
れ
た「
宇
美
町
の
教
育
の

未
来
を
考
え
る
懇
談
会
」の

趣
旨
、開
催
状
況
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
町
全
体
の
学
校
施
設
の

在
り
方
や
有
効
活
用
に
つ
い

て
意
見
を
頂
く
会
議
。

　
昨
年
12
月
に
開
催
し
た

が
、以
降
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ア

ン
ケ
ー
ト
形
式
で
行
って
い
る
。

今
後
も
保
護
者
、地
域
の

方
々
よ
り
意
見
を
聴
取
し

た
い
。

問

　宇
美
南
中
学
校
は
原

田
小
学
校
の
生
徒
が
そ
の

ま
ま
持
ち
上
が
り
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
連
携

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

両
校
と
も
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園
や
寺
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド

等
と
隣
接
し
て
お
り
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　双
方
勘
案
し
て
将
来
の

人
口
減
少
の
折
に
は
、原

田
小
学
校
と
宇
美
南
中
学

校
を
連
結
し
て
小
中
一
貫

校
、あ
る
い
は
義
務
教
育

学
校
と
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
提
案
を
行
う
。

　小
中
一
貫
校
、義
務
教

育
学
校
の
趣
旨
、設
置
状

況
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
小
中
一
貫
校
は
小
学
校

と
中
学
校
の
連
携
が
し
っ
か

り
し
た
も
の
で
、そ
れ
ぞ
れ

に
校
長
、教
職
員
が
在
籍
す

る
。

　
義
務
教
育
学
校
は
小
中

の
９
年
間
を
通
し
て
教
育
を

行
う
も
の
で
校
長
は
一
人
、

教
職
員
の
組
織
も
一
つ
と
な

る
。県
内
で
は
小
中
一
貫
校

は
15
校
、義
務
教
育
学
校

は
５
校
と
な
って
い
る
。

問

　小
中
一
貫
校
、義
務

教
育
学
校
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
選
択
肢
と
し
て
は
考
え

ら
れ
る
。今
後
、調
査
研
究

を
行
う
。

問

　今
後
の
当
町
の
学
校

施
設
の
基
本
的
な
考
え
は
。

答

　教
育
長

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
と
し
て
果
た
し
て
き
た

学
校
の
役
割
を
再
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
宇
美
南
中
学
校
の
今
後

に
つ
い
て
も
、保
護
者
、地
域

住
民
、教
師
等
で
し
っ
か
り

協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

安川 禎幸 議員 黒川 　悟 議員
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問

　行
政
提
案
型
共
同
事

業
の
状
況
は
。
　
　

答

　ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、地
域

活
動
や
団
体
活
動
が
停
滞

す
る
中
、令
和
３
年
度
は
、

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
ん
ば
い
！
元

気
う
み
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
題
し
、10
事
業
を
募

集
、結
果
５
事
業
の
採
択
が

さ
れ
た
。

　
令
和
４
年
度
に
つい
て
は
、

募
集
数
20
を
超
え
る
団
体

か
ら
応
募
が
あ
り
、今
後
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
、共
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
に
て
、審
査
を

行
い
、町
民
の
皆
様
と
共
働

し
て
事
業
実
施
に
努
め
、町

に
元
気
を
取
り
戻
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問

　子
育
て
の
町
を
推
進

す
る
た
め
の
、
キ
ッ
ズ

パ
ー
ク
構
想
の
再
燃
の
考

え
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
当
初
の
提
案
さ
れ
た
形

で
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、子
育
て
世
代
か

ら
は
、近
隣
市
町
に
あ
る
よ

う
な
安
心
し
て
親
子
が
集

え
る
公
園
設
置
を
望
む
声

が
多
い
。

　
今
後
、場
所
や
規
模
、財

源
等
を
含
め
て
、第
７
次
宇

美
町
総
合
計
画
と
整
合
を

取
り
、関
係
各
課
と
新
た

な
形
で
検
討
を
進
め
る
。

問

　「
宇
美
町
中
心
市
街

地
賑
わ
い
づ
く
り
に
向
け

た
提
言
」を
も
と
に
し
た

今
後
の
計
画
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
こ
の
提
言
は
、８
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
か
ら
、と
て
も
夢

の
あ
る
構
成
と
な
って
い
る
。

　
し
か
し
、全
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
現
す
る
に
は
莫
大

な
費
用
が
必
要
で
あ
り
、

実
現
可
能
な
も
の
か
ら
提

言
を
参
考
に
し
な
が
ら
今

後
、取
り
組
ん
で
い
く
。

　
一
例
と
し
て
、宇
美
駅

前
広
場
の
利
活
用
で
、給

排
水
設
備
等
を
整
備
し
、

商
工
会
で
取
り
組
ん
で
い
る

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や

う
み
カ
フ
ェ
、Ｊ
Ｒ
九
州

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
イ
ベ
ン

ト
に
合
わ
せ
て
、キ
ッ
チ
ン

カ
ー
な
ど
の
配
置
が
で
き
る

よ
う
環
境
整
備
す
る
こ
と

で
、に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
う
。

　
加
え
て
、宇
美
駅
に
つ
い

て
は
、来
年
２
月
実
証
運

行
予
定
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
拠
点
施
設
と
し
て
も

想
定
し
て
お
り
、駅
舎
を

含
め
、Ｊ
Ｒ
九
州
と
も
継

続
し
て
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問

　新
執
行
部
と
な
り
、

宮
崎
県
都
農
町
と
の
友
好

関
係
お
よ
び
宇
美
町
人
会

の
今
後
は
。

答

　町
長
　
都
農
町
と
は
、

１
０
０
周
年
を
き
っ
か
け
に
、

蹴

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
や
特
産

品
の
コ
ラ
ボ
、商
工
会
と
の

事
業
間
交
流
も
深
ま
っ
た
。

ま
た
、都
農
町
の
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
は
先
進
的
で
、

学
ば
な
け
れ
ば
と
思
う
。

　
町
人
会
は
会
員
の
皆
さ

ま
が
一
堂
に
会
し
、ふ
る
さ

と
宇
美
を
懐
か
し
く
語
り

合
う
有
意
義
な
場
所
で
あ

り
、今
後
も
絆
を
大
切
に
、

繋
が
り
を
深
め
て
い
き
た
い
。

問

　次
の
１
０
０
年
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
の
決
意

は
。

答

　町
長
　
ま
ち
づ
く
り

イ
コ
ー
ル
地
方
自
治
で
あ
り
、

町
の
現
状
を
把
握
し
、町

民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、

顕
在
化
し
た
ニ
ー
ズ
に
布
石

を
打
つ
こ
と
が
重
要
だ
。山

積
す
る
課
題
解
決
の
た
め

に
も
、職
員
と
知
恵
を
出

し
合
い
、率
直
な
意
見
交
換

が
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
お
よ

び
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

の
現
状
は
。

原田小学校、
宇美南中学校に係る
「小中一貫校」の提案
答 将来に向けて調査研究を行う

次の 100 年に向けた
活力あるまちづくりの
実現を

答 町民の意見に耳を傾け、
職員と力を合わせて進めて
いきたい

問

　２
０
１
９
年
に
策
定

さ
れ
た
宇
美
町
公
共
施
設

再
配
置
計
画
で
示
さ
れ
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば

「
宇
美
南
中
学
校
は
生
徒

数
の
減
少
に
よ
り
２
０
２

７
年
に
廃
止
を
視
野
に
検

討
す
る
」と
な
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の

趣
旨
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

意
味
、計
画
の
見
直
し
の

状
況
は
。

答

　管
財
課
長

　
計
画
の
趣
旨
は
、公
共
施

設
を
中
長
期
的
な
視
野
に

立
ち
総
合
的
・
計
画
的
な
管

理
を
行
い
、将
来
の
財
政
負

担
の
軽
減
と
平
準
化
を
図

る
も
の
。

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、計
画
の

行
程
を
示
す
も
の
で
、宇
美

南
中
の
廃
止
時
期
は
２
０
２

７
年
と
な
っ
て
い
る
が
、基
本

的
な
方
向
性
を
示
し
た
も

の
で
廃
止
が
確
定
し
て
い

る
も
の
で
は
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
等
の
社
会
情
勢
や

生
徒
数
の
状
況
を
踏
ま
え

て
こ
の
ま
ま
計
画
を
推
し
進

め
る
の
は
適
切
で
は
な
い
と

判
断
し
て
お
り
、計
画
の
見

直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

問

　原
田
小
学
校
、宇
美

南
中
学
校
の
最
新
の
生
徒

数
の
推
計
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
再
配
置
計
画
策
定
時
と

最
新
の
デ
ー
タ
で
比
較
す
る

と
、減
少
率
は
原
田
小
学

校
で
は
25
％
か
ら
21
％
へ
、

宇
美
南
中
学
校
で
は
25
％

か
ら
11
％
へ
と
な
っ
て
お

り
、い
ず
れ
も
計
画
策
定

時
よ
り
減
少
率
が
縮
小
し

て
い
る
。

問

　令
和
３
年
よ
り
開
始

さ
れ
た「
宇
美
町
の
教
育
の

未
来
を
考
え
る
懇
談
会
」の

趣
旨
、開
催
状
況
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
町
全
体
の
学
校
施
設
の

在
り
方
や
有
効
活
用
に
つ
い

て
意
見
を
頂
く
会
議
。

　
昨
年
12
月
に
開
催
し
た

が
、以
降
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ア

ン
ケ
ー
ト
形
式
で
行
って
い
る
。

今
後
も
保
護
者
、地
域
の

方
々
よ
り
意
見
を
聴
取
し

た
い
。

問

　宇
美
南
中
学
校
は
原

田
小
学
校
の
生
徒
が
そ
の

ま
ま
持
ち
上
が
り
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
連
携

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

両
校
と
も
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園
や
寺
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド

等
と
隣
接
し
て
お
り
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　双
方
勘
案
し
て
将
来
の

人
口
減
少
の
折
に
は
、原

田
小
学
校
と
宇
美
南
中
学

校
を
連
結
し
て
小
中
一
貫

校
、あ
る
い
は
義
務
教
育

学
校
と
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
提
案
を
行
う
。

　小
中
一
貫
校
、義
務
教

育
学
校
の
趣
旨
、設
置
状

況
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
小
中
一
貫
校
は
小
学
校

と
中
学
校
の
連
携
が
し
っ
か

り
し
た
も
の
で
、そ
れ
ぞ
れ

に
校
長
、教
職
員
が
在
籍
す

る
。

　
義
務
教
育
学
校
は
小
中

の
９
年
間
を
通
し
て
教
育
を

行
う
も
の
で
校
長
は
一
人
、

教
職
員
の
組
織
も
一
つ
と
な

る
。県
内
で
は
小
中
一
貫
校

は
15
校
、義
務
教
育
学
校

は
５
校
と
な
って
い
る
。

問

　小
中
一
貫
校
、義
務

教
育
学
校
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
選
択
肢
と
し
て
は
考
え

ら
れ
る
。今
後
、調
査
研
究

を
行
う
。

問

　今
後
の
当
町
の
学
校

施
設
の
基
本
的
な
考
え
は
。

答

　教
育
長

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
と
し
て
果
た
し
て
き
た

学
校
の
役
割
を
再
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
宇
美
南
中
学
校
の
今
後

に
つ
い
て
も
、保
護
者
、地
域

住
民
、教
師
等
で
し
っ
か
り

協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

安川 禎幸 議員 黒川 　悟 議員

宇美南中学校

塔
ノ
尾
公
園
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

建設残土による盛土が
引き起こす災害対策は

委
員
会

一
般
質
問

委
員
会
紹
介
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問

　ひ
ば
り
が
丘
２
丁
目

付
近
の
り
面
災
害
復
旧
工

事
の
進
捗
状
況
は
。
　

答

　都
市
整
備
課
長
　
　

　
ひ
ば
り
が
丘
２
丁
目
の

町
道
竹
ヶ
下
〜
桜
ヶ
丘
線

の
り
面
災
害
は
令
和
３
年

10
月
25
日
に
宇
美
町
土
木

組
合
に
応
急
復
旧
工
事
を

依
頼
し
片
側
通
行
と
な
る
。

同
年
11
月
10
日
か
ら
12
日

に
国
の
災
害
査
定
を
受
け
、

年
明
け
か
ら
地
下
水
対
策

工
事
を
竣
工
し
災
害
復
旧

工
事
に
着
手
。

　
大
雨
、台
風
等
の
特
別

な
事
情
が
な
い
限
り
令
和

５
年
４
月
全
面
開
通
の
予

定
。

問

　都
市
計
画
道
路
志
免

宇
美
線
の
延
長
工
事
に
伴

う
地
域
の
浸
水
対
策
は
。

答

　都
市
整
備
課
長
　
　

　
浸
水
問
題
は
、地
域
住

民
や
地
元
自
治
会
か
ら
早

急
な
対
策
を
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
現
時
点
で
大
雨
が
予
測

さ
れ
る
場
合
は
、早
め
の
農

業
用
水
路
の
ル
ー
ト
切
り

替
え
に
よ
り
平
成
地
区
の

水
路
の
負
担
を
軽
減
す
る

な
ど
の
対
策
を
取
って
い
る
。

　
今
後
は
都
市
計
画
道
路

志
免
宇
美
線
事
業
で
、浸

水
対
策
は
解
決
で
き
な
い

が
、水
路
の
負
担
を
軽
減

す
る
対
策
を
福
岡
県
と
協

議
す
る
。

　
平
成
地
区
に
お
い
て
は

有
効
な
浸
水
対
策
を
別
途

検
討
す
る
。

問

　子
育
て
の
世
代
が
安

心
し
て
遊
べ
る
子
ど
も
公

園
の
整
備
の
考
え
は
。

答

　都
市
整
備
課
長
　
　

　
町
内
に
は
大
小
様
々
な

公
園
や
広
場
が
94
ケ
所
あ

る
が
、地
域
住
民
か
ら
は

利
用
し
づ
ら
い
、魅
力
が

な
い
、利
用
者
が
少
な
い

な
ど
の
声
が
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
活

様
式
の
変
化
や
子
育
て
世

代
や
高
齢
者
の
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
魅
力
あ
る

公
園
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
。そ
の
た
め
に
は
、今
あ

る
資
源
を
有
効
活
用
し
な

が
ら
魅
力
あ
る
公
園
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
整
備
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

　宮
崎
県
都
農
町
と
の

今
後
の
交
流
は
。

答

　総
務
課
長
　
都
農
町

と
は
平
成
29
年
か
ら
交
流

が
始
ま
り
５
年
が
経
過
し

た
。そ
の
発
端
は
同
じ
年
に

町
制
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
い
う
こ
と
で
町
の
商
工
会

青
年
部
を
通
じ
て
の
交
流

が
始
ま
り
、令
和
２
年
２

月
に
は
宇
美
町
で
蹴

－

１

グ
ラ
ン
プ
リ
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、都
農
町
の
町
長
が

来
町
さ
れ
、友
好
協
定
の

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
は
、新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
等
に
よ
り
人
的

交
流
が
な
か
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
け

ば
ま
た
両
町
間
で
の
具
体

的
な
話
や
情
報
交
換
等
を

行
い
な
が
ら
関
係
を
築
き

上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問

　真
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
抱
負
は
。

答

　町
長
　
私
は
５
つ
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
宇
美
町
は
豊
か
な
自
然

と
貴
重
な
歴
史
的
文
化
が

あ
る
。こ
れ
を
生
か
し
て
子

ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ
と
宇

美
、生
ま
れ
育
っ
た
宇
美
町
、

そ
の
よ
う
な
思
い
を
抱
く

ま
ち
づ
く
り
。

　「
子
育
て
す
る
な
ら
宇

美
」宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
産
み
・
育
て
る
ま
ち
づ
く

り
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
に

お
い
て
、安
心
し
て
暮
ら
せ

る
保
健
・
福
祉
の
充
実
。

　
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
強
い

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
。

　
道
路
・
交
通
網
の
道
路

渋
滞
等
に
関
す
る
整
備
の

対
応
。

　
こ
の
５
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン

の
具
体
化
に
向
け
て
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
い
き
た
い
と

思
う
。

新リーダーとしての
町長の意見を伺いたい
答 5 つのビジョンを掲げて
まちづくりに取り組む

髙橋 紳章 議員

蹴ー１グランプリ（令和２年開催）

委
員
会

一
般
質
問

委
員
会
紹
介
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前期に引き続き、誠意を尽くし議会ワンチームとなり、
町政の進展と地方自治の発展のために最善の努力
をいたす所存です。

議会の運営や活動の在り方について問題点をとらえて調査研究し、より適正円滑な議会運営に資する
権限があります。

副議長の立場で議長を支えつつ、議員の皆さんとと
もに協力しながら議会が円滑に進むよう、鋭意努力し
てまいります。

北筑昇華苑組合議会議員
粕屋南部消防組合議会議員
宇美町・志免町衛生施設組合議会議員

福岡県介護保険広域連合組合議会議員
糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合議会議員

髙橋　紳章
古賀ひろ子・小林　孝昭
古賀ひろ子・藤木　 泰 ・鳴海　圭矢
安川　繁典・平野　龍彦・丸山　康夫
安川　茂伸
白水　英至
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「うみ議会だより」の原稿作成・編集・発行及び議会ホームページやＳＮＳの管理・更新・情報発信を行う委員会です。
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　私たち議会広報常任委員会は、「うみ議会だより」や「うみ議
会ホームページ」を活用して、町民の声を町政に届けるとともに、
町政と町民の架け橋として活動していきたいと思っています。
　また、前期からの懸案事項であったＷＥＢによる議会の動画
配信やＳＮＳによる情報発信を今期より取り組むことにしました。
　「うみ議会だより」は「まずは手に取って読んでいただける議
会広報」を基本理念に、さらにステップアップしていきたいと思い
ます。
　また、町民の皆様も多くの声を議会にお届けいただきますよ
う、重ねてお願いいたします。 全国町村議会議長会議会広報全国コンクールで

の「優秀賞受賞」という高い目標を掲げて編集会
議にも熱が入っています
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実施中！
議会広報が聞いたみなさんの声
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うみ議会だより
ホームページ
こちらにアクセス！

３月議会では、46名の方が傍聴に来られました。
議会は年４回（３月・６月・９月・12月）に定例会が開かれます。
役場３階の傍聴席入り口で住所・氏名を記入しご入場ください。

新型コロナウイルス感染症対策を行い撮影しています

20ページに関連記事を掲載

　現在運行されているハピネス号は無料ですが、宇美
町の財政状況では、無料での運行を続けることは厳し
いのではないでしょうか。
　有料化することで、利便性を向上させて子育て世代
をはじめ、多くの町民がもっと利用しやすくなるコミュニテ
ィバスの運行で人口の増加に結び付けてほしいと願っ
ています。

とびたけ一自治会　鶴田幸孝さん

　宇美町では農業従事者の高齢化や後継者不足に
より、遊休農地・荒廃農地が増加しています。農地は
一度耕作をやめると、数年で原形を失うほどに荒廃
します。
　現在、全国的に集落の農地耕作を請け負う農業機
械利用組合の設立が進んでいます。町においても、同
組合設立に対する支援などの農業振興対策を期待し
ます。　　　　　 　

原田下自治会　安河内　司さん

◆ 農業振興対策の強化を

　町立図書館や中央公民館から見える宇美川。
　青く綺麗なカワセミも生息している宇美川へのごみの
不法投棄やポイ捨てが多くなっています。
　宇美町の豊かな自然を守り、施設を訪れた方々が
清 し々く思える環境づくりに取り組んでほしいです。

早見自治会　そば処　松本店主

◆ カワセミも喜ぶ綺麗な宇美川の保全を

　高齢者や母子家庭など本当に困っている人に手厚
い支援がされるような宇美町を希望します。 

辻荒木自治会　野上照子さん

◆ 困っている人に手厚い支援を

◆ コミュニティバスの有料化を

　少子高齢化が急速に進む中、自治会活動や校区コ
ミュニティ活動に対する関心が低下しており、役員のな
り手が見つからないなど運営にも支障をきたしています。
　今後、自治会の統合や組織再編を行い、また校区コ
ミュニティとの連携を深め、地域の発展と向上に取り組
まれることを期待します。

ひばりが丘三自治会　井上尚俊さん

◆ 自治会の統合と再編で地域活力向上を

　今回のインタビューは、町民の皆様に「新町長に
どんな期待を寄せているのか」をお聴きしました。

次回の議会は６月３日に開会予定です。

詳しくはこちらまで
お問い合わせください

宇美町議会事務局

議会だよりへのご意見・ご感想をお待ちしております。

０９２-９３４-２２４８

gikai@town.umi.lg.jp議会事務局の
メールアドレスです

議会を傍聴しませんか!
歩みだそう！
次の１００年

うみくん みらいちゃん

新体制スタート

声メーター

リニューアル！新たに数えはじめました！

2月15日告示、20日投開票の宇美町長・町議会議員一般選挙において
新町長と12名の町議会議員が選出されました。
町執行部と議会は車の両輪に例えられます。

共に緊張感を保ちながら、スクラムを組んで町政改革を進めます。

議会広報 インタビュー特 別

～新町長に期待すること～

　昨年度、公共施設再配置計
画の見直しが発表されました。今
後「し～ず・うみ」の改修計画も
議論されていくと思います。
　今後の運営や施設管理では、
利用者の声を反映させて、子ど
もたちはもちろん、赤ちゃんを連れ
たお母さんから高齢者までが利
用しやすい生涯学習の拠点施
設になるよう進めてほしいと願っ
ています。

◆ し～ず・うみを生涯学習の拠点施設に

上宇美二自治会
平井晴彦さん

Gikaiboutyou Meter

議会傍聴メーター

リニュー
アル！

新たに数
えはじめ

ました！

2022年3月議会から議会
傍聴に来られた人数です。

高齢の方の傍聴が
多かったようです。
もう少し若い方々
にも議会を見に来
てほしいですね。

傍聴者の声




